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１ 保育所（園）・認定こども園について 

保育所（園） 

保護者の就労や疾病、ご家族の介護・看護などにより、保育が必要な場合に

児童をお預かりし、乳幼児期から生きる力を培うための養護と教育が一体と 

なった保育を提供する児童福祉施設です。 

認定こども園 

幼稚園と保育所とが一体となった施設として、教育・保育を提供する児童 

福祉施設です。幼稚園部分（1 号認定）は、保護者の就労等の有無に関わらず、

利用可能です。（ただし、施設の空き状況によります。以降の「認定こども園の特徴・

注意事項」を参照ください。） 

※ 両施設とも、専門的な知識をもった保育士等が家庭と連携しながら、児童の状況に合った 

保育・教育を実施します。 

 

○ 認定こども園の特徴・注意事項 

保育所・幼稚園との違いは？ 

保育所や認定こども園の保育所部分（2 号認定）の利用には、保育の必要性の認定（保護者の

就労等）が必要ですが、認定こども園の幼稚園部分（1 号認定）の利用には必要ありません。 

このことから、認定こども園の保育所部分（2 号認定）を利用中に、保護者の状況に変化 

（勤務先の退職等）が生じて、保育の必要性の認定要件を満たさなくなった場合、保育所では 

退所となりますが、認定こども園では幼稚園部分（1 号認定）の利用に切り替えて、同じ施設に

通い続けることができる場合があります。（※） 

※ ただし、幼稚園部分（1号認定）が既に定員超過している場合等は、切り替えて通い続けることがで

きない場合があります。 

保育所・幼稚園とは、カリキュラムが違うの？ 

認定こども園では、幼稚園教育要領と保育所保育指針とを統合して策定した「幼保連携型認定

こども園教育・保育要領」に基づき、教育・保育を実施しますので、基本的なカリキュラムは

保育所・幼稚園と同じです。 

保護者が働いていなくても利用できるの？ 

認定こども園の幼稚園部分（1 号認定）の利用には、保育の必要性の認定（保護者の就労等）

が必要ありませんので、3 歳児以上であれば保護者の就労等の状況を問わず利用できます。 

※ ただし、既に定員超過している場合等は、利用できないことがあります。 

保育料・その他必要な費用は？ 

認定こども園における保育料・副食費の算定方法は、保育所と同様です。（P28 を参照。） 

保育料・副食費の他に必要な費用としては、幼稚園部分（1 号認定）利用者の一時預かり 

保育料や、延長保育料、実費徴収（教材費・行事参加費など）等が挙げられます。（詳しくは、 

ご希望の施設へお問い合わせください。） 
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○ 認定こども園の特徴（続き） 

同じ施設内で、幼稚園部分（1号認定）から 

保育所部分（2号認定）に切り替えて利用できる？ 

認定こども園の幼稚園部分（1 号認定）を利用中に保護者が就労した場合等は、保育の必要性

の認定を受けた上で、同じ施設内の幼稚園部分（1号認定）から保育所部分（2 号認定）の利用に

切り替えて、同じ施設に通い続けることができる場合があります。（※） 

※ 保育所部分（2 号認定）の利用にあたっては、本市による利用調整（入所選考）を経ることと 

なるため、必ず保育所部分（2号認定）への切り替え利用ができる訳ではありません。 

 

なお、市立認定こども園における「同じ施設内での 1 号→2 号の切り替え利用」については、

次の要件をすべて満たす場合に限りますので、ご注意ください。 

■ 保護者の保育の必要性の事由（保育認定の理由）が「求職中」でないこと 

■ 保護者の就労等時間が、幼稚園部分（1 号認定）の教育時間（8:30～13:30）内でないこと 

■ 就労状況の変化など、「保護者の状況に客観的な変化（※）」があること 

※ 保育所部分（2 号認定）の利用申込ができるにも関わらず、幼稚園部分（1 号認定）を申込して 

利用開始となった児童の保護者については、就労状況の変化など保護者の状況に明らかな変化が 

ない場合には、1号から 2号への切り替え利用は認められませんので、ご注意ください。 

認定こども園の幼稚園部分（1号認定）と保育所部分（2号認定）とを 

同時に申込（併願）できる？ 

市立認定こども園の幼稚園部分（1 号認定）は、同施設の保育所部分（2 号認定）や、他の 

認可保育施設（2 号認定）との同時申込（併願）はできません。 

 

※１ 市立認定こども園については、真に幼稚園部分の教育時間（8:30～13:30）内での利用を希望して

いる保護者に利用が行き渡るよう、上記の取り扱いとしています。就労時間が幼稚園部分の教育 

時間（8:30～13:30）を超える保護者の方については、保育所部分（2 号認定）での利用申込を 

お願いします。 

※２ 私立認定こども園の幼稚園部分（1 号認定）の申込については、各施設へ直接お問い合わせ 

ください。 
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２ はじめにご確認ください 

○ 利用申込の対象となる方 

徳島市の認可保育施設を利用できるのは、「徳島市に住民登録をしている就学前児童及び 

保護者であり、その保護者が次のいずれかの“保育を必要とする事由”に該当し、その児童を

保育することができないと認められる場合」です。 

 

■ 労働することを常態としていること（1 カ月に 64 時間以上勤務していること） 

※ 育休の取得期間中に、育休を取得している事業所とは別の事業所で就労している場合は、 

「保育を必要とする事由」に該当しないため、利用申込の対象となりません。 

■ 妊娠中、または出産後間がないこと 

■ 保護者の疾病や負傷、または精神若しくは身体に障害を有していること 

■ 同居または長期間入院等している親族を、常時介護または看護していること 

■ 震災、風水害、火災、その他の災害の復旧にあたっていること 

■ 求職活動を継続して行っていること（起業準備も含む） 

■ 就学中または就学予定であること（職業訓練校等における職業訓練も含む） 

■ 虐待やＤＶの恐れがあること 

■ 育休の取得時（取得期間は 1 年未満に限る）に、すでに保育所等を利用している児童 

（生まれた子の兄姉）がおり、当該児童の保育施設の継続利用が必要であること（P6 参照） 

■ その他、上記の事由に類すると認められる状態にあると認めるとき 

 

＜ご注意ください＞ 

■ 保育所等は、「下の子の保育に手がかかる、集団教育になれさせたい、社会生活を身に 

つけさせたい、友だちが欲しい」等の理由では、利用できません。 

■ 障害や病気等をもつ児童については、「上記の保育を必要とする事由に該当しており、 

かつ、集団生活が可能で日々通所できる場合」に利用できます。 

※ 医療的ケア児の受入については、P18～P19 をご覧ください。 

※ 申請児童の心身に障害・病気等があると思われる場合には、保育所等の受入体制等を考慮する 

必要がありますので、申込の際に必ず職員にお伝えください。 

 

○ 利用申込ができる年齢 

■ 施設によって受入年齢が異なりますので、申請児童の年齢が希望施設の受入年齢を満たし

ているか（＝利用希望月の 1 日時点の年齢が、希望施設の受入年齢を満たしているか）を、

必ずご確認ください。 

■ 出生前児童の利用申込は、受付できません。（申込の予約等も受付できません。） 
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○ 利用時間（保育時間）について 

利用時間（保育時間）は、施設によって異なります。 

申込前に、必ず各施設の利用時間をご確認ください。（P37～P42 または徳島市ホームページを参照。） 

 

○ 施設見学について 

各種感染症の拡大防止等の観点から、施設見学をご遠慮いただく場合があります。 

見学を希望される場合は、各施設へお問い合わせください。 

 

○ 希望施設の選び方 

利用調整（入所選考）の際は、申請書に記載された希望施設のうち、上位の施設から利用調整

を行います。次の点にご注意ください。 

■ 希望施設は「利用を希望する施設」の順に記入してください。（「利用希望月に空きのある 
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３ 保育の必要性の認定（教育・保育給付認定）について 

認可保育施設を利用する場合は、「教育・保育給付認定」を本市に申請し、認定を受けて 

いただく必要があります。次のフローチャートで、ご自身の認定区分をご確認ください。 
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４ 保育認定の要件・有効期間について 

保育認定を受けることができる保護者は、次のいずれかの要件（保育を必要とする事由）に該当

する方となります。（各要件の該当可否については、提出書類に基づき、本市が審査します。） 
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■ 育休の終了日（または就労開始日の前日）が、各月の 15 日以降：当月 1 日から利用可能  
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※4 「現に保育所等の利用児童（上の子）がいる状況で（下の子の）育休を取得する場合」は、

次のいずれかの要件を満たす場合に、利用児童（上の子）は現施設を継続利用できます。 

■ 認定要件の変更（妊娠・出産の認定終了月の翌月）時点で、利用児童が 5 歳児クラスに在籍する場合 

■ 取得する育休の期間が「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」である場合 

 

認 定 要 件 
（保育を必要とする事由） 

認 定 の 有 効 期 間 

2 号認定 3 号認定 

就労（月 64 時間以上）※1・2 小学校就学前まで 満 3 歳まで 

保護者の疾病・障害  (3→2 号の切り替えは手続不要) 

親族の介護・看護   

災害復旧 ※ 更新のない有期契約での就労の場合や、疾病の療養見込
期間等がある場合には、その期間内のみ認定 虐待・ＤＶ 

妊娠・出産 ※3 出産予定月（出産済の場合は出産月）とその前後 2 カ月 

求職中 認定開始日から 3 カ月 

就学中（職業訓練含む） 保護者の卒業・修了予定月の月末まで 

育児休業中の継続利用 ※4 
育児休業の取得期間 

（育休対象の児童が満 1 歳に達する日の属する月末までを限度） 

その他 
（特に保育の必要性が高い場合等） 

認定期間は個別に判断 
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＜新年度４月入所が決定した場合＞４４月月入入所所時時ののフフロローーチチャャーートト

兄弟姉妹は

入所中ですか？ 入所していない 55//1144まで取得可能

入所している

育休はいつまで？

取得最終日

～～44//1144まで

前年度

３月申請

育休延長

不可×

★３月入所決定

～～55//1144まで

延長〇

★３月不承諾

入所中の兄弟姉妹の

変更届提出

期期限限はは２２月月中中

入所中の兄弟姉妹の

変更届提出

期期限限はは33月月中中

取得最終日

44//1155～～

55//1144ままでで

取取得得最最終終日日

～4/14まで

★３月入所決定

入所中の兄弟姉妹の

変更届提出

期期限限はは２２月月中中

取得最終日

55//1155以以降降

55//1144ままででにに

短短縮縮がが必必要要

変更届と育休短縮の就労証明は

入所している

および

入所できた子どもの人数分提出

期期限限はは３３月月中中

育休短縮

可能

前年度

３月申請

 
 
 

「現に保育所等の利用児童（上の子）がいる状況で（下の子の）育休を取得する場合」は、次の

いずれかの要件を満たす場合に、利用児童（上の子）は現施設を継続利用できます。 

■ 認定要件の変更（妊娠・出産の認定終了月の翌月）時点で、利用児童が 5 歳児クラスに在籍する場合 

■ 取得する育休の期間が「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」である場合 

    なお、「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」育休を取得し、下の子の入所選考の結果、育休終了

月(終了月前月の場合もありますので就労先にご確認ください)に入所できなかった場合は、下の子の

入所不可の結果をもって最長半年間の育休延長を行うことで、上の子の育休中の継続利用の認定に 

ついて、延長可能となります。 
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利用開始の可能月は次のとおりになります。 

■ 育休の終了日（または就労開始日の前日）が、各月の 14 日以前：前月 1 日から利用可能 

■ 育休の終了日（または就労開始日の前日）が、各月の 15 日以降：当月 1 日から利用可能   

例）　申請するこどもの誕生日が9/15の場合 （育休が9/14まで）

例）　申請するこどもの誕生日が9/16の場合 （育休が9/15まで）

例）　申請するこどもの誕生日が9/15の場合 （育休が9/14まで）

例）　申請するこどもの誕生日が9/16の場合 （育休が9/15まで）

育休延長可能

入入所所決決定定

不不承承諾諾

入入所所決決定定

会社と相談のうえ、10/15までに復職

9/15までに復職

会社と相談のうえ、10/15までに復職

8 月入所申込
選考 入入所所決決定定

9 月入所申込

選考 入入所所決決定定
育休を短縮して9/15までに復職

9月入所申込

　※　ただし、１年受給済で、延長分の給付を受給する場合は

　　　半年ごとに選考を受けていること

8月入所申込

8月入所申込
選考 入入所所決決定定

育休を短縮して9/15までに復職

9月入所申込 9/16までに復職

8月選考不承諾の場合、最大６カ月育休延長したのちに

短縮して復職

（最大６カ月ごと　※下の子の１歳６カ月になる日の前日まで）

育休延長可能
　※　ただし、１年受給済で、延長分の給付を受給する場合は

　　　半年ごとに選考を受けていること

※　育休の延長は入所決定した場合はできない

9/15までに復職

＜＜ききょょううだだいいがが入入所所ししてていいるる場場合合＞＞

＜＜ききょょううだだいいがが入入所所ししてていいなないい場場合合＞＞

育休延長はせず復職

入所月の翌月14日まで育休取得可能

不不承承諾諾

8 月入所申込
選考 入入所所決決定定

9 月入所申込

随随時時入入所所（（５５月月～～翌翌年年33月月入入所所選選考考））
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５ 保育時間について 

該当する保育認定の要件によって、次のいずれかの保育時間に決定します。 

※ 上記の利用時間は、利用可能な上限時間を示すものであり、保育所等の開所時間や受入体制等

によっては、上限時間までの利用ができない場合があります。 

※ 就労時間が週 30 時間未満でも、就労等の時間帯によっては標準時間で認定可能です。 

※ 標準時間認定の場合であっても、短時間で利用可能です。（ただし、短時間認定の方が標準時間

を希望することはできません。） 

 

 

 

 

※ 実際の保育時間は施設によって異なるため、「保育所等一覧表」（P37～P42）でご確認ください。 

 

○ 送迎について 

保育認定にかかわらず、保育所等を利用できる時間は「保育を必要とする時間のみ」と 

なりますので、送迎の際は次の点にご注意ください。 

■ 児童の送迎は、時間に余裕をもって対応してください。 

■ 就労時間が終了した場合や就労しない日などは、速やかなお迎えをお願いします。 

（お迎えの時刻が保育時間を超えた場合は、別途、延長保育料金が発生します。） 

 

○ 土曜日の家庭保育のお願い 

土曜日の利用申込をしたものの、保護者が就労しない土曜日がある等、土曜日にご家庭で保育

ができる場合は、お子さんとのふれあいを一層深めるためにも、家庭保育にご協力ください。 

 

保育の必要量 利用時間 認 定 要 件 

保育標準時間 最大 11 時間 
保護者の就労（介護･看護、就学）時間が週 30 時間以上、 

妊娠・出産、疾病・障害、災害復旧、ＤＶなど 

保育短時間 最大 8 時間 
保護者の就労（介護･看護、就学）時間が週 30 時間未満（※）、 

求職活動中、育休取得時の継続利用 

保育標準時間 
（最長 11 時間） 

 

延長保育 
通常の保育時間 
（最長 11 時間） 

延長保育 

      

保育短時間 
（最長 8 時間） 

 

延長保育 
通常の保育時間 
（最長 8 時間） 

延長保育 

 
7:30                     18:30   19:00 

8:30             16:30 

保育時間のイメージ図 
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６ 慣らし保育について 

保育所等にはじめて入所する児童は、保護者と離れて過ごすことや、慣れない場所で集団の

中で過ごすこと、といった環境の変化に「とまどい・不安」を感じることとなるため、保育所等

では、はじめて入所する児童を対象に、保育所等での生活に無理なく慣れていただくことを目的

として「慣らし保育」を行っています。 

慣らし保育では、最初は 1～2 時間の保育から始め、児童の年齢や状態に合わせて徐々に保育

時間を延ばしていきます。（慣らし保育は、約 2 週間実施します。） 

慣らし保育期間中は、早めのお迎えをお願いすることとなりますが、慣らし保育は、保育所等

での生活をスムーズに行っていくために非常に大切なことですので、ご協力をお願いします。 

※１ 慣らし保育は、入所日からの開始となり、入所日の以前から行うことはできません。（仕事時間の

関係などで短い時間の保育が不都合な場合等は、各施設へご相談ください。） 

※２ 慣らし保育に伴う保育料の軽減等は、ありません。 

 

７ 申込から利用までの流れ 

 

 

準備

• 保育所等を見学して希望施設を決める

• 「利用申込のてびき」を確認して、提出書類を揃える

申込

• 子ども保育課 (※1) または 第１希望施設へ必要書類を提出(4月入所 1次申込のみ）

• 子ども保育課へ必要書類を提出（4月入所 2次申込、4月以降の年度途中での入所申込）

• 集団保育可能かどうか面接（※2）を受ける（児童同伴）

認定

• 子ども保育課において、申込書類等を確認し、保育の認定を行う

利用調整

• 子ども保育課において、申込書類等に基づき、保育所等の利用調整（入所選考）を行い、保育の
必要性が高い児童から順に内定者を決定

結果通知

• 4月入所 1次申込分は2月上旬頃、2次申込分は3月中旬頃までに、書面で結果通知

• 4月以降の年度途中での入所申込は、内定者に電話連絡（保留者には申込初月に書面で通知）

説明会・

健康診断

• 保育所等での説明会・健康診断に参加し、入所に必要な準備を行う（児童同伴）

• アレルギーのある児童については、健康診断までに、かかりつけの病院でアレルギー診断書を
もらっておく

入所

• 保育所等へ入所（入所月の1日付けで入所）

※1 4月入所 1次申込を子ども保育課で行う際は要予約（予約受付期間は表紙を参照）

※2 面接日時・場所等は、P11、P15を参照

※ 追加書類や書類訂正をお願いする場合あり

※ 申込の順番は、利用調整には影響なし

※ 保育料は、利用開始月の前月下旬頃に書面で通知

※ 正当な理由なく、利用決定後に入所辞退した場合は、以降の利用調整で減点対象

※ 入所後、約2週間は慣らし保育期間（通常より短い時間での保育）

※ 育休短縮予定・就労内定で利用開始した場合は、入所月の月末までに再度、就労証明書

の提出が必要
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８ 利用申込について 

○ 利用申込の受付期間 

令和 9 年 4月入所 
1 次申込 令和 8 年 10 月 20 日（火曜）～ 11 月 5 日（木曜）※1 

2 次申込 令和 8 年 11 月 06 日（金曜）～ 令和 9 年 2 月 15 日（月曜） 

4 月以降の年度途中での申込 令和 9 年 02 月 16 日（火曜）～ 利用希望月の前月 15 日 ※2 

※１ 4 月入所では、まず 1 次申込者の利用調整（入所選考）を行い、1 次申込の選考後に受入可能枠が 

残った施設について2 次申込者の選考を行います。（1 次申込で入所保留となった方は、追加の申請 

などを必要とせず 2 次申込対象者として取扱います。2 次申込でも入所保留（待機）となった場合は、

認定期間中（最大で当該年度末まで）は継続して利用調整を行います。） 

※２ 15日が土曜・日曜・祝日の場合は、締切日はその直前の開庁日となります。（詳しい日付は表紙を 

ご覧ください。）なお、年度途中での申込は、令和 9 年 2 月 16 日（火曜）以降の開庁日であれば 

いつでも可能です。（ただし、早期に申込まれた場合は、利用希望月が近づいてきた頃に、改めて申請

児童の健康状況等の聞き取りを行うことがあります。） 

※３ 利用申込は、郵送・メールによる受付は行いません。なお、電子申請による利用申込が可能ですが、

申込は電子申請のみでは完了しませんので、ご注意ください。（申込の完了には、「申請児童の面接」

などが必要であるため、電子申請後、必ず子ども保育課窓口へお越しいただく必要があります。 

詳しくは、子ども保育課へお問い合わせください。） 
 

○ 利用申込の受付場所・時間 

4 月入所 1 次申込（10/20～11/5） 

＜申込受付場所＞ 子ども保育課 入所・入園係（※要予約）または 第 1 希望施設 

＜申込受付時間＞ ・ 月～金曜：8:30～17:00（祝日除く） 

＜申込受付時間＞ ・ 土曜  ：8:30～12:00（第１希望施設でのみ受付） 

＜注意事項＞ 

■ 子ども保育課での申込受付には、予約が必要です。（予約は先着順） 

・ 予約方法：電話（088-621-5193、5292）または 子ども保育課窓口 にて予約 

・ 予約期間：令和 8年 10 月 16 日（金曜）～11 月 5 日（木曜）9:00～17:00（祝日除く） 

■ 約 30 分間あたり 2組の申込受付をします。 

■ 子ども保育課での申込受付では、書類受付と併せて面接を行いますので、必ず申請児童と 

一緒にお越しください。 

■ 第 1 希望施設での申込の場合は、各施設において 11 月下旬以降に面接を行いますので、 

申込と面接は別日になります。 

 

4 月入所 2 次申込（11/6～2/15）、4月以降の年度途中での申込（2/16～） 

＜申込受付場所＞ 子ども保育課 入所・入園係 

＜申込受付時間＞ 月～金曜：8:30～17:00（祝日除く） 
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８ 利用申込について 

○ 利用申込の受付期間 

令和 9 年 4月入所 
1 次申込 令和 8 年 10 月 20 日（火曜）～ 11 月 5 日（木曜）※1 

2 次申込 令和 8 年 11 月 06 日（金曜）～ 令和 9 年 2 月 15 日（月曜） 

4 月以降の年度途中での申込 令和 9 年 02 月 16 日（火曜）～ 利用希望月の前月 15 日 ※2 

※１ 4 月入所では、まず 1 次申込者の利用調整（入所選考）を行い、1 次申込の選考後に受入可能枠が 

残った施設について2 次申込者の選考を行います。（1 次申込で入所保留となった方は、追加の申請 

などを必要とせず 2 次申込対象者として取扱います。2 次申込でも入所保留（待機）となった場合は、

認定期間中（最大で当該年度末まで）は継続して利用調整を行います。） 

※２ 15日が土曜・日曜・祝日の場合は、締切日はその直前の開庁日となります。（詳しい日付は表紙を 

ご覧ください。）なお、年度途中での申込は、令和 9 年 2 月 16 日（火曜）以降の開庁日であれば 

いつでも可能です。（ただし、早期に申込まれた場合は、利用希望月が近づいてきた頃に、改めて申請

児童の健康状況等の聞き取りを行うことがあります。） 

※３ 利用申込は、郵送・メールによる受付は行いません。なお、電子申請による利用申込が可能ですが、

申込は電子申請のみでは完了しませんので、ご注意ください。（申込の完了には、「申請児童の面接」

などが必要であるため、電子申請後、必ず子ども保育課窓口へお越しいただく必要があります。 

詳しくは、子ども保育課へお問い合わせください。） 
 

○ 利用申込の受付場所・時間 

4 月入所 1 次申込（10/20～11/5） 

＜申込受付場所＞ 子ども保育課 入所・入園係（※要予約）または 第 1 希望施設 

＜申込受付時間＞ ・ 月～金曜：8:30～17:00（祝日除く） 

＜申込受付時間＞ ・ 土曜  ：8:30～12:00（第１希望施設でのみ受付） 

＜注意事項＞ 

■ 子ども保育課での申込受付には、予約が必要です。（予約は先着順） 

・ 予約方法：電話（088-621-5193、5292）または 子ども保育課窓口 にて予約 

・ 予約期間：令和 8年 10 月 16 日（金曜）～11 月 5 日（木曜）9:00～17:00（祝日除く） 

■ 約 30 分間あたり 2組の申込受付をします。 

■ 子ども保育課での申込受付では、書類受付と併せて面接を行いますので、必ず申請児童と 

一緒にお越しください。 

■ 第 1 希望施設での申込の場合は、各施設において 11 月下旬以降に面接を行いますので、 

申込と面接は別日になります。 

 

4 月入所 2 次申込（11/6～2/15）、4月以降の年度途中での申込（2/16～） 

＜申込受付場所＞ 子ども保育課 入所・入園係 

＜申込受付時間＞ 月～金曜：8:30～17:00（祝日除く） 
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９ 利用申込の注意事項（令和 9 年度からの変更施設） 

令和 9 年度から変更がある施設については、次のとおりです。 
 

＜令和 9年度からの変更がある施設＞ 

旧施設名 新施設名 変更内容 1 次申込の 

受付場所  
 

春日保育園 

 

（仮称） 

春日認定こども園 

・定  員：50 人 

    → 61 人 

・所 在 地：春日三丁目 5番 35 

    → 春日三丁目 4番地 

春日保育園 

または 

子ども保育課（要予約） 

 

※ 上記の（仮称）春日認定こども園 幼稚園部分（1号認定）の申込については、春日

保育園（TEL：088-631-7906）へお問い合わせください。 

 

 

10 申込に必要なもの（すべての申請児童に必要な書類） 

 
□ 教育・保育給付認定申請書 兼 利用申込書（記入例：P33～P34） 

※ 申請児童 1 人につき 1 部必要です。 

 

□ 児童状況届（記入例 P35～P36） 

※ 申請児童 1 人につき 1 部必要です。両面とも記入してください。 

 

□ 個人番号提供書 

※ 世帯員全員のマイナンバーを記入してください。 

（複数児童の申請をする際は、1 部原本があれば、他の児童はコピーで結構です。） 

※ 面接の際には、マイナンバーの確認書類・本人確認書類（顔写真付きの証明書）が必要です。 

※ 第 1希望施設で申込する場合は、個人番号提供書は面接の際に提出してください。 

 

□ 保育の必要性の認定書類（父母が家庭で保育できないことを証明する書類） 

 ※ 次の世帯員について、最も当てはまる「保育の必要性の認定に必要な書類（＝保育を必要とする

事由に該当することを証明する書類）」を提出してください。 

■ 申請児童の父と母 

■ 申請児童の 20～64 歳の同居親族（別世帯であっても、同住所に居住している親族を含む） 

 

 

- 12 - 

 

９ 利用申込の注意事項（令和 9 年度からの変更施設） 

令和 9 年度から変更がある施設については、次のとおりです。 
 

＜令和 9年度からの変更がある施設＞ 

旧施設名 新施設名 変更内容 1 次申込の 

受付場所  
 

春日保育園 

 

（仮称） 

春日認定こども園 

・定  員：50 人 

    → 61 人 

・所 在 地：春日三丁目 5番 35 

    → 春日三丁目 231-1 

春日保育園 

または 

子ども保育課（要予約） 

 

※ 上記の（仮称）春日認定こども園 幼稚園部分（1号認定）の申込については、春日

保育園（TEL：088-631-7906）へお問い合わせください。 

 

 

10 申込に必要なもの（すべての申請児童に必要な書類） 

 
□ 教育・保育給付認定申請書 兼 利用申込書（記入例：P33～P34） 

※ 申請児童 1 人につき 1 部必要です。 

 

□ 児童状況届（記入例 P35～P36） 

※ 申請児童 1 人につき 1 部必要です。両面とも記入してください。 

 

□ 個人番号提供書 

※ 世帯員全員のマイナンバーを記入してください。 

（複数児童の申請をする際は、1 部原本があれば、他の児童はコピーで結構です。） 

※ 面接の際には、マイナンバーの確認書類・本人確認書類（顔写真付きの証明書）が必要です。 

※ 第 1希望施設で申込する場合は、個人番号提供書は面接の際に提出してください。 

 

□ 保育の必要性の認定書類（父母が家庭で保育できないことを証明する書類） 

 ※ 次の世帯員について、最も当てはまる「保育の必要性の認定に必要な書類（＝保育を必要とする

事由に該当することを証明する書類）」を提出してください。 

■ 申請児童の父と母 

■ 申請児童の 20～64 歳の同居親族（別世帯であっても、同住所に居住している親族を含む） 
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 ＜保育の必要性の認定書類 一覧＞ 

認定要件 必要書類 
チェック欄 

父 母 他 

就 労 

□ 就労証明書★ （証明日が直近 3 カ月以内のもの ※育休明けの

場合は、「育児休業」欄、「復職（予定）年月日」

欄ヘの記載が必要） 

□ □ □ 

妊娠・出産 
□ 出産（産前・産後）の認定に係る申立書★ 

□ 母子手帳（表紙と出産予定日が記載されたページの写し） 
□ □ □ 

保護者の 

疾病・障害 
□ 疾病証明書★、医師の診断書、身体障害者手帳等の写し 等 □ □ □ 

親族の 

介護・看護 
□ 介護・看護状況申告書★ □ □ □ 

災害復旧 □ 罹災証明、就労証明書★ など □ □ □ 

求職中 □ 求職活動状況申告書★（ハローワークカードの写し等を添付） □ □ □ 

就学中 
□ 就学状況申告書★（在学証明書、学生証等の写しなど、在学 

期間が記載されたものを添付） 
□ □ □ 

虐待・ＤＶ □ 保護証明、県こども女性相談センター等の証明書 など □ □ □ 

育児休業中の

継続利用 

□ 就労証明書★ （証明日が直近 3カ月以内のもの ※「育児休業」

欄、「復職（予定）年月日」欄ヘの記載が必要） 
□ □ □ 

その他 □ 保育を必要とすることを証明する書類 □ □ □ 

備 考 

※１ 複数児童の申請をする場合は、1部原本があれば、他の児童はコピーで結構です。 

※２ 上記以外に、保育の必要性の認定に必要と考えられる書類提出をお願いする場合があります。 

※３ ★印の付いた書類の様式は、徳島市ホームページでダウンロードできます。また、子ども保育課

や保育所等でも配布しています。 
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就労証明書等に押印がない場合の取扱いについて 

 前ページの「保育所等の利用申込の際の必要書類」は、行政手続等における市民の負担を軽減し、

利便性の向上を図ることを目的として、令和 3 年 7 月以降、押印を不要としましたので、就労 

証明書等への会社等の押印は必要ありませんが、就労証明書・疾病証明書等の内容の正確性を確保 

するため、その記載内容に疑義がある場合等は、子ども保育課から事業所等へ内容確認を 

行う場合がありますので、予めご了承ください。 
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11 保育料・副食費の決定に必要な書類（一部の申請児童に必要な書類） 

次の世帯状況に当てはまる方は、申請書と併せて次の必要書類を提出してください。 

※１ 複数児童の申請をする際は、1部原本があれば、他の児童はコピーで結構です。 

※２ 保育料・副食費の算定方法等については、P28～P31 をご確認ください。 

 

世帯状況 必要書類 

ひとり親世帯 

次のいずれか 1 つ 

□ 戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）の写し（証明日が直近 3

カ月以内のもの） 

□ ひとり親家庭等医療費受給者証の写し（最新のもの） 

□ 児童扶養手当受給者証の写し（最新のもの） 

在宅障害児（者）のいる世帯 □ 交付を受けている手帳等の写し 

申請児童の小学校就学前の兄姉が、

市立幼稚園以外の幼稚園等を利用

している場合 

□ 在園証明書 など 
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○ 徳島市に住民登録がなかった方の課税額確認について 

保育料等の決定に当たり必要となる市区町村民税所得割額の確認について、基準となる日に 

徳島市に住民登録がなかった世帯については、原則として、マイナンバー制度の情報連携により

本市で課税額を確認しますが、課税状況が確認できない場合等は、所得課税証明書の提出を 

お願いする場合があります。 

■ R9 年 4～8 月入所希望：父母が R8 年 1 月 1 日に徳島市に住民登録がない世帯 

■ R9 年 9 月～R10 年 3 月入所希望：父母が R9 年 1 月 1日に徳島市に住民登録がない世帯 

 

12 面接について 

申請児童の発育・健康状態や食物アレルギーの状況等を確認するため、申請書類の受付と 

合わせて、「申請児童の面接」を実施します。 

 

※ 入所申込では、申請児童の面接を受けない場合は利用調整（入所選考）できませんので、 

ご注意ください。 

※ 面接の際は、「マイナンバーを確認できる書類」及び「本人であることを確認できる書類 

（顔写真付きの証明書）」が必要です。（第 1希望施設で申込した方は、面接の際に「個人番号提供書」

及び「上記の確認用の書類」をお持ちください。） 

 

＜利用開始月・申込の受付場所・面接の時期 一覧＞ 

利用開始月 
申込の受付場所 

(＝面接場所) 

申込と面接の時期 

(同時または別日) 
注意点 

4 月入所 

(1 次申込) 

第 1 希望施設 
別日（予約不要） 

(面接日：11 月下旬以降)

必ず申請児童と一緒にお越しください。 

 

※ 第 1 希望施設で申込をし、11 月下旬から 

12 月中旬の指定日に面接できなかった 

方は、12/15～12/18 に必ず子ども保育課 

で面接を受けてください。 
子ども保育課 

同時（要予約） 

（P11 参照） 

4 月入所 

(2 次申込) 

及び以降の申込 

子ども保育課 同時（予約不要） 
 原則として、申請児童と一緒にお越し 

ください。 
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13 希望施設・提出書類の変更について 

○ 希望施設の変更 

希望施設数は、申請書の記入枠数を超えて希望することも可能です。 

送迎時間・方法等を十分に考慮した上で、できるだけ多くの希望施設をご検討ください。 

なお、申込後に、希望施設の変更・追加を希望する場合は、下表の締切日までに、子ども 

保育課までご連絡ください。（子ども保育課 入所・入園係：TEL 088-621-5193、5292） 

 

○ 提出書類の変更 

保育所等の利用調整（入所選考）については、「基準日（入所希望月の 1 日）時点での保育の

必要性の状況と、それを証明する書類」に基づいて行います。 

［例：4 月入所 ＝ 4/1 時点の保育の必要性の状況を証明する書類に基づき利用調整］ 

 

このことから、申込日や基準日以降に、「保育の必要性の状況に変更があった場合（＝保護者

の退職・転職等）」や、「住所・世帯構成の変更があった場合（＝転居・出産等）」には変更 

手続きが必要ですので、必ず子ども保育課へご相談ください。（P24～P27 を参照。） 

（変更内容によっては、教育・保育給付認定や利用調整の内容が変わる場合があります。） 

 

希望施設・提出書類の変更 締切日 

（次の期限は厳守とし、締切日以降には受付できませんので、ご注意ください） 

4 月入所 1 次申込 令和 8年 12 月 18 日（金曜） 

 〃   2 次申込 令和 9年 02 月 15 日（月曜） 

4 月以降の年度途中での申込 希望月の前月 15 日 ※ 

※ 15 日が土曜・日曜・祝日の場合は、その前の開庁日が締切日となります。（表紙を参照。） 

 

○ 変更手続きが必要な例（下記以外でも変更の手続きが必要な場合があります） 

■ 利用希望月の前後 2 カ月（4 月入所希望なら 2 月～6 月）の間に出産することとなった 

■ 就労で申込をしていたが、退職（転職・就労時間の変更 等）することとなった 

■ 求職活動で申込をしていたが、新たに就労内定した 

■ 結婚（離婚）することとなった 

■ 申込時の住所から転居した（＝住所が変更となった） 

■ 申込時は学生だったが、卒業して就労することとなった 
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14 広域利用（市外施設の利用）等について 

広域利用とは、申請児童が居住する市区町村以外の保育所等を利用したい場合に、市区町村間

で受託・委託による利用調整を行うことで、希望する保育所等の利用が可能となる制度です。 

ただし、双方の市区町村が広域利用の取扱いをしていることが必須条件となります。 

また、広域利用ができる期間は、単年度（入所月から 3 月末までの期間）限りとなり、年度 

ごとに、再度利用調整を行うことになります。 

 

○ 広域受託の場合（市外居住者が、徳島市へ転入せずに徳島市内の施設利用を希望する場合） 

居住地の市区町村で、利用申込をしてください。 

＜注意事項＞ 

※１ 利用申込の方法等について、居住地の市区町村に相談の上、表紙記載の締切日（必着）の

約 10 日前までに申込をしてください。 

※２ 利用調整（入所選考）にあたっては、徳島市内居住者を優先しますので、ご了承ください。 

※３ 4 月入所の利用申込については、広域受託分は申込日にかかわらず 2 次申込分として利用

調整（入所選考）します。 

※４ 市内居住者で入所中の児童が転出する場合、市外居住者として広域受託申請を行い、入所

選考を受けていただく必要があります。 

○ 広域委託の場合（徳島市居住者が、市外へ転出せずに市外の施設利用を希望する場合） 

徳島市子ども保育課で、利用申込をしてください。 

＜注意事項＞ 

利用申込の受付期間や、申込の必要書類などは市区町村によって異なります。 

申込にあたっては、希望施設が所在する市区町村の広域入所担当課に、次の項目を必ず確認

してください。 

■ 入所希望月の申込受付期間（希望施設が所在する市区町村の締切日の 10 日前までに 

 徳島市子ども保育課で利用申込をしてください。） 

■ 必要書類（様式は、徳島市・他市のどちらを使用するべきか 等も確認） 

■ 希望施設が所在する市区町村の広域入所担当課の担当者名・連絡先 

○ 徳島市へ転入予定の場合（市外居住者が、徳島市への転入を予定している場合） 

徳島市居住者と同じ方法で、利用申込をしてください。 

この場合は、広域利用ではなく、通常の申込として取扱いますが、利用希望月の 1 日までに

本市に住民票を異動することが条件となりますので、ご注意ください。（詳しくは、子ども保育

課へご相談ください。） 
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15 医療的ケア児の受入について 

徳島市では、保育所等において日常生活等に支援が必要とされる医療的ケア児の受入を、 

令和 4 年度より開始しており、令和 9 年度においても次のとおり申込を受付します。 

○ 対象児童 

3 歳児～5 歳児（令和 9 年 4 月 1 日現在の年齢） 

○ 実施する医療的ケア 

訪問看護ステーションから派遣される看護師による巡回訪問により、次の医療的ケアを 

実施します。 

■ インスリン注射 

■ 導尿 

■ 経管栄養（胃ろう、腸ろう、経鼻） 

■ その他（喀痰吸引等） 

＜注意事項＞ 

■ 実施可能な医療的ケアは、訪問看護師による 1 日 2 回以内の巡回訪問で対応可能な上記の

医行為とします。（病気の治療のための医行為や風邪等に伴う一時的な服薬等は含みません。） 

■ 児童の症状や希望施設の状況等によっては、受入できない場合があります。 

■ 徳島市では、保育施設における医療的ケアの実施に関する業務を訪問看護ステーションに

委託し、保護者・主治医・訪問看護ステーション等と連携を取りつつ、受入保育施設の協力

を得て、訪問看護ステーションから派遣される看護師が医師から指示を受けた医療的ケアを

実施します。 

○ 受入の要件 

医療的ケア児の受入にあたっては、次の事項をすべて満たすことを要件とします。 

なお、次の要件を満たしているかどうかに関しては、徳島市医療的ケア運営協議会を開催し、

申込内容等を協議・検討した上で判断します。 

■ 保育の必要性があり、集団保育が可能であること 

■ 病状や健康状態が安定していること（保育施設での医療的ケアは訪問看護で対応できる 

ことを前提とするため、1 日のうち 2 回以内の訪問看護を受入の目安とする） 

■ 日常的に保護者が自宅で行っている医療的ケアが確立し、保護者による安定的な医療的 

ケアが行われていること 

■ 病状や医療的ケアに関する情報を保護者と保育施設とで十分共有できること 

■ 主治医面談で、医療的ケアの手技等の指導を受けられること 

■ 必要に応じて、受診同行や面談等により、主治医との連携を図ることができること 
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○ 受入時間 

平日（月曜日～金曜日）の 9 時～16 時の範囲内で個別に決定 

○ 受入施設 

区分 施設名 所在地 

市立 

 

 

北井上認定こども園 国府町西黒田字南傍示 275 番地の 1 

勝占認定こども園 勝占町中須 155-2 

富田認定こども園 富田橋 2 丁目 28 

私立 めだか保育園 北沖洲三丁目 8-72 

 ゆずりは保育園 中島田町 4 丁目 53-1 

 助任なかよし認定こども園 中吉野町 1 丁目 65  

 認定こども園めだかのこころ 新浜本町 2 丁目 2-23 

 沖浜シーズ認定こども園 沖浜町北川 726-3 

 田宮シーズ認定こども園 北田宮 4 丁目 791-4 

 川内南アコールこども園 川内町下別宮西 38-2 

 みのり認定こども園 八万町犬山 250-1 

※ 児童の安全な受入を図るため、1施設で受入する医療的ケア児は 2 人までとします。 
 

○ 申込の受付期間 

令和 8 年 10 月 20 日（火曜）～11 月 5 日（木曜）要予約 

■ 医療的ケア児の受入は、4月 1 日受入を基本とし、申込受付は上記期間に限ります。 

■ 医療的ケア実施申込書の提出には、子ども保育課への事前予約が必要です。 
 

○ 申込方法 

通常の保育所等の利用申込書 一式と併せて、事前予約（※１）をした上で「医療的ケア 

実施申込書 一式（※２）」を子ども保育課に提出してください。 

※１ 受付の際に、専門の職員が児童面接等を実施するため、事前予約が必要です。 事前予約がない

場合は、医療的ケア実施申込書を受付できませんので、ご注意ください。 

※２ 医療的ケア実施申込書等の様式は、子ども保育課の窓口、または、徳島市ホームページから 

取得してください。 

○ 利用開始までの手続きの流れ 

児童の安全な受入を図るため、実施する医療的ケアの内容等を保護者・保育施設・徳島市と

で確認・共有しながら、利用開始までの手続きを進めることとしています。詳しくは、徳島市

ホームページをご覧ください。 

○ 注意事項 

医療的ケア実施申込者については、徳島市医療的ケア運営協議会で前ページ記載の受入要件

を満たしている等と判断された場合は、他の通常申込の児童と同様に利用調整（入所選考）を

実施します。（医療的ケア児専用の定員等は設けていませんので、予めご了承ください。） 
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実施します。（医療的ケア児専用の定員等は設けていませんので、予めご了承ください。） 
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16 利用調整（入所選考）について 

認可保育施設への入所にあたっては、保育を必要とする事由（保護者の就労状況等）のほか、

児童や世帯の状況等について、次の基準事項、優先事項及び調整表により、保育の必要性が高い

と考えられる世帯の児童が優先的に利用できるよう、本市が利用調整（入所選考）を行います。 

 

○ 利用調整の方法 

⑴ 基準事項の指数（保護者等のうち低い方を適用）＋優先事項の指数（該当する事項を加・減点）

により、合計指数を算出 

⑵ 合計指数が高い申請者を優先して利用決定 

※ 兄弟姉妹間で指数が異なる場合は、指数が高い方を基準として判定 

⑶ 同指数の場合は、「同指数時の調整表」により判定（順位が高い申請者を優先して利用決定） 

１ 基準事項 

類 型 保 護 者 等 の 状 況 指 数 

就 労 就労日数

が月20日

以上 

月 160 時間以上 の就労を常態とする場合 20 

月 140 時間以上 160 時間未満  〃 18 

月 120 時間以上 140 時間未満  〃 16 

月 100 時間以上 120 時間未満  〃 14 

月 064 時間以上 100 時間未満  〃 12 

就 労 

（続き） 

就労日数

が月20日

未満 

月 160 時間以上 の就労を常態とする場合 20 

月 140 時間以上 160 時間未満  〃 16 

月 120 時間以上 140 時間未満  〃 14 

月 100 時間以上 120 時間未満  〃 12 

月 064 時間以上 100 時間未満  〃 10 

妊娠・出産 妊娠・出産のため、保育ができない場合 16 

保護者の 

疾病・障害 

疾

病 

入院 

 

1 箇月以上 20 

2 週間を超え、1 箇月未満 16 

通院 週 4 日以上 12 

自宅 

療養 

常時伏臥、感染症 等 20 

上記以外で日常生活に著しく支障があり、他者の介助が必要 16 

一般療養（運動、外出等の制限はあるが、身の回りのことは自分で可） 12 

障

害 

介護を要する（身体 1～2 級、精神 1級、療育Ａ、要介護度 3～5） 20 

保育に支障がある（身体 3級以下、精神 2級以下、療育Ｂ、要介護度 1～2） 14 

上記以外で保育の必要性がある（要介護度 要支援 等） 8 

親族の 

介護・看護 

 

病人・臨床者・障害者

（児）の介護・看護、

入院・通院・通所の付

き添いのため保育がで

きない場合 

月 160 時間以上 の介護・看護を常態とする場合 18 

月 140 時間以上 160 時間未満  〃 16 

月 120 時間以上 140 時間未満  〃 14 

月 100 時間以上 120 時間未満  〃 12 

月 064 時間以上 100 時間未満  〃 10 
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１ 基準事項（続き） 

類 型 保 護 者 等 の 状 況 指 数 

災害復旧 火災等による家屋の損傷、その他災害復旧のため保育ができない場合 20 

求職中 求職活動又は自営準備のため、外出することを常態とする場合 4 

就学中 職業訓練校・

専門学校・大

学等に就学中

である場合 

居宅外での

就学 

月 160 時間以上 の就学を常態とする場合 18 

月 140 時間以上 160 時間未満  〃 16 

月 120 時間以上 140 時間未満  〃 14 

月 100 時間以上 120 時間未満  〃 12 

月 064 時間以上 100 時間未満  〃 10 

居宅内での就学（通信教育等） 6 

虐待・ＤＶ 虐待・ＤＶ等を受けている又は受ける恐れがある場合 20 

育児休業中

の継続利用 

1 年未満の育児休業を取得する保護者で、認可保育施設(事業所内保育施設 従業

員枠を除く)を利用している児童がいる場合 

20 

(※) 

その他 両親が不在（死亡、行方不明、拘禁 等） 20 

その他、保育を必要とする事由に類するものとして、特に保育の必要性が 

高いものと認められる場合 

個々に 

判断 

※ 育児休業中の継続利用の指数については、小規模保育事業等の卒園等により利用調整を要する場合

にのみ適用する。 

 

 

２ 優先事項  

種別 区 分 適 用 条 件 指 数 

保 

護 

者 

等 

の 

状 

況 

ひとり親（★） ひとり親世帯である場合 16 

生活保護（★） 生活保護世帯である場合（就労等による自立支援につながる場合に限る） 4 

中心者失業（★） 生計中心者の失業により、就労の必要性が高い場合 4 

虐待・ＤＶ（★） 虐待・ＤＶ等を受けている又は受けるおそれがある場合 20 

育休明け（★） 保護者等の育児休業が終了し、復職する場合 14 

保護者の一方 

が不在 

ひとり親世帯には該当しないものの、保護者等の一方が不在である

ことを常態とする場合（単身赴任や別居、離婚調停中 等） 

10 

多胎児妊娠 保護者等が多胎児を妊娠している場合 2 

転所 転居等の事情により、転所が特に必要であると認められる場合 

（種別「兄弟姉妹の状況」との重複可） 

6 

保育士等（★） 保護者等が保育士、幼稚園教諭、保育教諭のいずれかの資格を有し、

市内に所在する認可保育施設で就労又は就労内定している場合 

18 

認可外等保育施

設を利用 

市内に所在する認可外保育施設や職場内託児施設、一時預かり等の

利用を常態とする場合（育児休業中及び就労内定の状態にある者の利用は

除く） 

4 

就労内定 未就労の状態にある保護者等が就労内定している場合 

 

12 
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２ 優先事項（続き）  

種別 区 分 適 用 条 件 指 数 

保
護
者
等
の
状
況 

保護者の意向等

によらない環境

変化に伴う保育

困難 

保護者の意向や就労状況等の変更によらず保育環境に変化が生じ、

従前は安定的に可能であった保育対応が困難（※）となっている 

場合（困難となる見込みを含む） 

※従前は可能であった職場等への同行保育や認可外等保育施設での保育、親族

による保育等の対応が、保護者の意向によらず困難となった場合を対象（単に

保護者が１ 基準事項の各項目への該当により保育を必要とする場合は対象外） 

8 

児 

童 

の 

状 

況 

児童障害（★） 申請児童に障害があり、保育を必要としている場合 3 

卒園児等（★） 申請児童が小規模保育事業など地域型保育事業の卒園児童である 

場合、又は、認可保育施設の受入年齢終了児童である場合（地域型 

保育事業の卒園児童が連携施設を希望する場合については、別途優先して調整） 

23 

1 号→2 号 同一認定こども園内で 1 号認定（幼稚園部分）から 2 号認定（保育

所部分）へ転籍する場合（1 基準事項が求職中である場合を除く） 

13 

認可へ移行 申請児童が認可保育施設に移行予定の認可外保育施設に在籍して 

おり、移行後も引き続き当該施設の利用を希望する場合 

23 

待機継続中 1 箇月以上にわたり待機状態である場合（利用希望月と同一年度内に 

限るものとし、また、特に必要と認められない転所に伴う待機状態は除く） 

3 

第 3 子以降（★） 申請児童が第 3 子以降である場合（第 1・2 子が 18 歳未満である場合に 

限る） 

3 

兄
弟
姉
妹
の
状
況 

兄弟姉妹と 

同施設希望（★） 

現に兄弟姉妹が 2・3 号認定で利用している施設に利用申請・転所 

申請をする場合（兄弟姉妹の利用施設は 2・3号認定施設に限る） 

17 

兄弟姉妹で同施

設を同時申請 

兄弟姉妹が同じ施設に同時に利用申請をする場合（一方の申請が転所

である場合を含む） 

5 

兄弟姉妹に 

家庭保育児あり 

兄弟姉妹の内に保育施設等の利用・利用申請のない未就学児童が 

いる場合（介護・看護の対象児童である場合等を除く） 

－5 

世 

帯 

の 

状 

況 

保育援助者なし 祖父母等のすべての親族が死亡又は行方不明、もしくは、市外に 

居住している場合 

3 

保育援助者あり 同居又は同一敷地内に居住する親族がおり、その親族が 1 基準事項

のいずれにも該当しない又は求職中のみに該当する場合（ひとり親 

世帯を除く） 

－10 

 祖父母等の親族が市内に別居しており、保育援助を得られる可能性

がある場合（当該親族の居住地の近隣度合いや、就労・健康状況等について勘案） 

－1～ 

－3 

市外居住 申請児童及び保護者等の居住地が市外である場合（転入予定者を除く） －20 

そ
の
他 

辞退履歴あり 認可保育施設の利用決定を正当な理由なく辞退したことがある場合

（辞退日は利用希望月と同一年度内に限る） 

－15 

利用調整の希望 

（育児休業中の方） 

申請書の「育児休業の延長を許容できるため、選考時の優先度が 

下がってもよい。」にチェックがあった場合 

 

－50 
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★ 国通知に基づく優先事項 

 

３ 同指数時の調整表 

順位 類型又は保護者等の状況 

1 １ 基準事項のうち「虐待・ＤＶ」に該当 

2 １ 基準事項のうち「災害復旧」に該当 

3 ２ 優先事項のうち「卒園児等」に該当 

4 ２ 優先事項のうち「保育士等」に該当 

5 ２ 優先事項のうち「ひとり親」に該当 

6 ２ 優先事項のうち「兄弟姉妹と同施設希望」に該当 

7 ２ 優先事項のうち「育休明け」に該当（同指数者同士が育休明けに該当する場合は、育児休業の終了日

と利用希望月との関係性や、育児休業延長の困難度合い等により判定） 

8 保護者等、児童本人、兄弟姉妹、世帯及び親族等の状況から勘案して、保育の必要性が高い 

ものと認められる児童 

9 １ 基準事項の合計指数（高い方を優先） 

10 養育する 18 歳未満の児童数（児童数が多い方を優先） 

11 利用希望施設の希望数（多い方を優先） 

12 保護者等に保育料未納額がない 

13 利用希望施設の希望順位（高い方を優先） 

14 申請児童の属する世帯の合計所得金額（低い方を優先） 

15 世帯の状況等から総合的に判断して、保育の必要性が高いものと認められる児童 

※ 利用調整（入所選考）を行った結果、本市が入所可能と判断しても、認可保育施設の受入態勢が 

整わない等の理由により、入所できない場合があります。 

 

２ 優先事項（続き）  

種別 区 分 適 用 条 件 指 数 

そ
の
他 

複数希望あり 利用希望施設として、利用可能な認可保育施設を 3 つ以上希望(※)

している場合（※利用可能な施設が 3 つ以上ある場合には少なくとも 3 つ以上、また、利用 

可能な施設が 2つ未満である場合には少なくとも当該施設について、それぞれ希望している場合） 

20 

その他 保護者や児童、世帯等の状況から勘案して、保育の必要性が高い 

ものと認められる場合 

個々に

判断 

－　　－23



- 24 - 

 

17 利用決定後の注意点について 

○ 利用の可否について 

■ 4 月入所の利用調整（入所選考）の結果は、原則として書面により通知します。（電話・ 

メール等でのお問い合わせにはお答えできませんので、予めご了承ください。） 

■ 年度途中の入所の利用調整（入所選考）の結果は、利用が決まった方に対して毎月 20 日

頃に電話連絡します。（申請書には、日中に必ずつながる電話番号をご記入ください。） 

■ 徳島市へ転入予定として申込した方については、入所が決まった後、必ず利用希望月の 

 1 日までに本市に住民票を異動してください。（保護者への電話が何日にも渡ってつながらず連絡

が取れない場合や、利用希望月の 1 日を超えた日付で住民票を異動した場合等は、利用決定した後で 

あっても、利用決定の取り消しを行うことがあります。） 

 

○ 利用決定後の説明会等について 

■ 利用決定した後に、各施設で説明会や健康診断がありますので、必ず参加してください。 

■ 説明会等の日時は、4 月入所 1 次申込の際は書面（※）により、左記以外の入所の場合は

電話により連絡します。（日時の都合が悪い場合等は、各施設に事前にお伝えください。） 

※ 4 月入所 1 次申込分は書面により通知しますが、2 次申込分については書面ではなく、施設 

から電話連絡します。 

 

○ 保育時間等について 

■ 各施設によって保育時間が異なりますので、事前にご確認ください。（詳しくは、P37～P42

の「保育所等一覧表」をご覧ください。） 

■ 慣らし保育の期間中は、標準時間での認定の方であっても保育時間が短くなります。 

（慣らし保育の詳細は、各施設へご相談ください。） 

■ 基本的に、日曜・祝日・振替休日・国民の休日・年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は、

保育所等は休みとなります。祝日・休日等に保育が必要な場合は、別途「休日保育」の申請

が必要ですので、詳しくは、子ども保育課までお問い合わせください。 

 

○ 利用開始後に、家庭・就労状況等に変更があった場合（重要） 

保育所等の利用開始後に、申請していた内容に変更があった場合（＝住所の変更や、家庭・ 

就労状況の変更等があった場合）は、「申込事項変更届」の提出が必要となりますので、速やか

に利用中の施設で手続きしてください。 

 

【利用開始後の市外転出には、ご注意ください！】 

徳島市の認可保育施設の利用要件は、「徳島市に住民登録のある方」です。市外転出すると 

現施設は利用できなくなります（再度申請が必要となります）ので、ご注意ください。 
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○ 申込事項変更届の提出が必要なケース 

変更内容 変更届と併せて必要な書類 

住所の 

変更 

市内での転居 □ 支給認定証 

市外へ転出 ※１ 

注意！現施設は 

退所となります！ 

□ 支給認定証 

□ 退所届   ※市外転出すると現施設は利用できなく 

なります（再度申請が必要となります） 

氏名の変更（児童・保護者） □ 支給認定証 

家族構成

の変更 

離 婚 
□ 支給認定証 

□ 戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）の写し 

婚 姻 

□ 支給認定証 

□ 戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）の写し 

□ 個人番号提供書 

□ 結婚した相手の就労証明書等 

就労状況

の変更 

新たに就職、 

自営業を開業、 

内定→在職 等 

□ 就労証明書（新しい勤務先のもの） 

就労状況

の変更 

転職、勤務日数 

の変更 等 
□ 就労証明書（変更後のもの） 

育休明けで復職 
□ 支給認定証 

□ 就労証明書 

疾病 

・ 

障害 

疾 病 
□ 支給認定証 

□ 疾病証明書 

障害者手帳 

等の交付 

□ 支給認定証 

□ 障害者手帳等の写し 

親族の介護・看護をする 
□ 支給認定証 

□ 介護・看護状況申告書（医師の証明が必要） 

震災・風水害等の災害の復旧 
□ 支給認定証 

□ 罹災証明 または 就労証明書 

虐待・ＤＶ 
□ 支給認定証 

□ 保護証明、県こども女性相談センター等の証明書 等 

求職活動をする 

□ 支給認定証 

□ 求職活動状況申告書（求職活動状況が確認できる、 

ハローワークカードの写し等を添付） 
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○ 申込事項変更届の提出が必要なケース（続き） 

変更内容 変更届と併せて必要な書類 

保護者が就学する 

□ 支給認定証 

□ 就学状況申告書 

□ 在学証明書、学生証等の写し（在学期間が記載されたもの） 

妊娠・出産する 

※２ 

□ 支給認定証 

□ 出産（産前・産後）の認定に係る申立書 

□ 母子手帳（表紙と出産予定日が記載されたページの写し） 

育休を取得する 

※３ 

□ 支給認定証 

□ 育休期間の証明書類（就労証明書 等） 

世帯員が障害者手帳等 

の交付を受ける 
□ 障害者手帳等の写し 

 

※１ 【ご注意ください！】市外転出した場合は、転出月の末日（ただし、1 日転出の場合は

前月の末日）で現利用施設は退所となります。（在籍施設の継続利用を希望する場合は、転出先の

市町村で新たに広域利用申請が必要です。なお、この場合は必ずしも継続利用できるとは限りません。） 
 

※２ 「利用希望日の属する月が、出産月またはその前後 2 カ月の間に該当する場合」は、産前

休暇の開始日に関係なく、妊娠・出産の要件での認定となります。（令和 5 年度以前は、妊娠・

出産の要件で利用開始した場合には、認定期間の終了で利用施設は退所としていましたが、令和 6 年 

4 月以降は、この取扱いを廃止しています。詳しくは P6 をご覧ください。） 
 

※３ 「現に保育所等の利用児童（上の子）がいる状況で（下の子の）育休を取得する場合」は、

次のいずれかの要件を満たす場合に、利用児童（上の子）は現施設を継続利用できます。 

■ 認定要件の変更（妊娠・出産の認定終了月の翌月）時点で、利用児童が 5 歳児クラスに在籍する場合 

■ 取得する育休の期間が「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」である場合 

    なお、「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」育休を取得し、下の子の入所選考の結果、育休終了

月(終了月前月の場合もありますので就労先にご確認ください)に入所できなかった場合は、下の子の

入所不可の結果をもって最長半年間の育休延長を行うことで、上の子の育休中の継続利用の認定につ

いて、延長可能となります。 
 

※４ その他注意事項 

■ 保育時間（標準時間・短時間）の変更は、変更届の提出があった月の翌月からの適用と 

なり、月の途中での変更はできません。（保育認定の要件ごとの保育時間は P9 参照。） 
 

■ 就労内定や育休短縮予定として申込した方は、利用開始月（就労開始月）の月末までに 

再度、就労証明書を提出してください。 
 

■ いずれの書類も、消すことができるボールペンや修正ペン・テープは使用不可です。 

（これらを使用していた場合は再提出していただきます。） 
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○ 申込事項変更届の提出が必要なケース（続き） 

変更内容 変更届と併せて必要な書類 
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の交付を受ける 
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※２ 「利用希望日の属する月が、出産月またはその前後 2 カ月の間に該当する場合」は、産前

休暇の開始日に関係なく、妊娠・出産の要件での認定となります。（令和 5 年度以前は、妊娠・

出産の要件で利用開始した場合には、認定期間の終了で利用施設は退所としていましたが、令和 6 年 

4 月以降は、この取扱いを廃止しています。詳しくは P6 をご覧ください。） 
 

※３ 「現に保育所等の利用児童（上の子）がいる状況で（下の子の）育休を取得する場合」は、

次のいずれかの要件を満たす場合に、利用児童（上の子）は現施設を継続利用できます。 

■ 認定要件の変更（妊娠・出産の認定終了月の翌月）時点で、利用児童が 5 歳児クラスに在籍する場合 

■ 取得する育休の期間が「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」である場合 

    なお、「生まれた子の 1 歳の誕生日の前日まで」育休を取得し、下の子の入所選考の結果、育休終了

月(終了月前月の場合もありますので就労先にご確認ください)に入所できなかった場合は、下の子の

入所不可の結果をもって最長半年間の育休延長を行うことで、上の子の育休中の継続利用の認定につ

いて、延長可能となります。 
 

※４ その他注意事項 

■ 保育時間（標準時間・短時間）の変更は、変更届の提出があった月の翌月からの適用と 

なり、月の途中での変更はできません。（保育認定の要件ごとの保育時間は P9 参照。） 
 

■ 就労内定や育休短縮予定として申込した方は、利用開始月（就労開始月）の月末までに 

再度、就労証明書を提出してください。 
 

■ いずれの書類も、消すことができるボールペンや修正ペン・テープは使用不可です。 

（これらを使用していた場合は再提出していただきます。） 
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○ 年度途中での利用施設の変更（転所希望） 

■ 年度途中での利用施設の変更（転所）を希望する場合は、子ども保育課に申請が必要です。 

（表紙に記載の締切日までに、子ども保育課で手続きを行ってください。） 

■ 転所申請者は、通常の申込者（＝保育所等に入所できていない人）と併せて利用調整（入所 

選考）することとなり、選考に当たっては保育所等に入所できていない人の指数の方が高くなる

傾向があることから、希望施設への早期の転所は難しい場合があります。予めご了承ください。 

 ■ 育休中の継続利用の認定を受けている児童が転所を希望する場合で、入所選考の結果、希望 

施設へ入所（転所）できることとなった場合は、保護者は復職（入所月の翌月 14 日まで育休取得

可能）する必要がありますので、ご注意ください。（小規模保育事業など地域型保育事業の卒園 

児童である場合、又は、認可保育施設の受入年齢終了児童である場合は除く。） 
 

○ 途中退所・保育の実施解除 

■ 年度途中や認定期間の途中で利用施設を退所する場合は、退所日の 10 日前までに利用中

の施設へ「退所届」を提出してください。 

■ 認定期間中に認定要件に該当しなくなった場合や、旅行や里帰り出産等を理由として、 

長期（概ね 1 ヵ月）にわたり通所しなくなった場合等は、認定の失効または保育の実施を 

解除する場合があります。 

■ 市外転出に伴う退所の場合は、退所する月の 2 日以降に住民票を異動（他市町村へ転出）

してください。（退所する月の 1 日以前に住民票を異動した場合は、退所する月内の利用が 

出来なくなりますので、ご注意ください。） 
 

○ その他 

■ 食物アレルギーのある児童に対しては、アレルギーに対応した給食を可能な範囲で提供 

しますので、「食物アレルギー主治医診断書」等を、利用開始日までに利用施設へ提出して 

ください。（食物アレルギー主治医診断書の様式は、子ども保育課でお渡しします。） 

■ 利用児童の病気等の状態が、申込時（児童状況届の記入時）や面接時から変化があった 

場合には、速やかに子ども保育課へご連絡ください。 

※ 病気等の状態についての保護者からの聞き取り内容や児童の面接等によって、集団保育が 

難しいと判断された場合等には、利用決定を取り消す場合があります。（利用開始後に状態が 

変わった場合も同様です。） 

■ 台風等の自然災害により、保育の実施や児童の登所・降所が危険と判断された場合には、

登園の自粛や早めのお迎えをお願いすることがあります。 

■ 利用児童が新型コロナウイルス感染症及び季節性インフルエンザ、その他の感染症に罹患

した場合は、感染した児童に対し、登所（園）の自粛をお願いすることがあります。 

また、施設内で一定数以上の感染者が発生した場合には、クラス単位、施設全体での登所

（園）の自粛をお願いすることがあります。 
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月）にわたり通所しなくなった場合等は、認定の失効または保育の実施を解除する場合があ

ります。 

■ 里帰り出産は、月初から月末まで 1 日も通所していない月が最大 2 ヵ月となる範囲で休園

を認めています（前後の月を含め最長4ヵ月未満）。事前に利用している施設へご相談ください。 

■ 市外転出に伴う退所の場合は、退所する月の 2 日以降に住民票を異動（他市町村へ転出）

してください。（退所する月の 1 日以前に住民票を異動した場合は、退所する月内の利用が 

出来なくなりますので、ご注意ください。） 
 

○ その他 

■ 食物アレルギーのある児童に対しては、アレルギーに対応した給食を可能な範囲で提供 

しますので、「食物アレルギー主治医診断書」等を、利用開始日までに利用施設へ提出して 

ください。（食物アレルギー主治医診断書の様式は、子ども保育課でお渡しします。） 

■ 利用児童の病気等の状態が、申込時（児童状況届の記入時）や面接時から変化があった 

場合には、速やかに子ども保育課へご連絡ください。 

※ 病気等の状態についての保護者からの聞き取り内容や児童の面接等によって、集団保育が 

難しいと判断された場合等には、利用決定を取り消す場合があります。（利用開始後に状態が 

変わった場合も同様です。） 

■ 台風等の自然災害により、保育の実施や児童の登所・降所が危険と判断された場合には、

登園の自粛や早めのお迎えをお願いすることがあります。 

■ 利用児童が新型コロナウイルス感染症及び季節性インフルエンザ、その他の感染症に罹患

した場合は、感染した児童に対し、登所（園）の自粛をお願いすることがあります。 

また、施設内で一定数以上の感染者が発生した場合には、クラス単位、施設全体での登所

（園）の自粛をお願いすることがあります。 
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18 保育料・副食費について 

○ 保育料の算定基準（0～2 歳児） 

保育料（利用者負担）は、児童と生計を同じくする父母及び扶養義務者（生計を維持している

祖父母等）の、前年度または当年度の市区町村民税所得割額によって決定します。 

■ 市区町村民税所得割額は、調整控除を除き、住宅借入金等特別税額控除、配当控除、寄附金 

税額控除、外国税額控除、配当割額・株式等譲渡所得割額控除などの税額控除が適用される前の

額を用います。（保育料は、P29 の「徳島市保育料徴収基準額表」を参照してください。） 

■ 4～8 月は R8 年度、9～3 月は R9 年度の市区町村民税額で保育料を算定します。（下図を参照。） 

■ 3 歳児以上の保育料は、0 円です。（令和元年 10 月 1 日からの幼児教育・保育の無償化のため。） 

■ 児童の年齢は、年度の初日現在の年齢を適用します。（例：年度途中で満 3 歳となっても、 

2 歳児クラス児童には 3歳児からの保育料無償化は適用されません。） 

■ 所得の未申告等の理由により、課税額が確認できない場合は、「仮保育料（＝P29 の「徳島市 

保育料徴収基準額表」における D9 階層）」により保育料を決定します。（この場合、所得申告等

が行われた後、保育料の再算定を行うこととなります。） 

■ 保育必要量（標準時間・短時間）によっても保育料が異なる場合があります。 

 

保育料算定年度と市民税課税年度との関係 

年 令和 9 年 令和 10 年 

月 4～8 月 9～12 月 1～3 月 

保育料決定に用いる

市民税の課税年度 
令和 8 年度 市民税額 令和 9 年度 市民税額 

上記の課税対象 

となる所得年月 
令和 7 年 1～12 月の所得 令和 8 年 1～12 月の所得 

 

○ 保育料の負担軽減 

■ 利用児童が第 3子以降の場合 

次の【条件】を満たす世帯 → 無料 

【条件】保育料が D8～D9 階層の世帯であり、かつ、保護者と生計を一にする児童 

（税の扶養親族である子を含む）が利用児童を含めて 3 人以上いること。 

■ 利用児童が第 2子の場合 

次の【条件】を満たす世帯 → 半額 

【条件】保育料が D8～D9 階層の世帯であり、かつ、保護者と生計を一にする児童 

（税の扶養親族である子を含む）が利用児童を含めて 2 人いること。 
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保育料徴収基準額表」における D9 階層）」により保育料を決定します。（この場合、所得申告等

が行われた後、保育料の再算定を行うこととなります。） 

■ 保育必要量（標準時間・短時間）によっても保育料が異なる場合があります。 

 

保育料算定年度と市民税課税年度との関係 

年 令和 9 年 令和 10 年 

月 4～8 月 9～12 月 1～3 月 

保育料決定に用いる

市民税の課税年度 
令和 8 年度 市民税額 令和 9 年度 市民税額 
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令和 7 年 1～12 月の所得 令和 8 年 1～12 月の所得 

 

○ 保育料の負担軽減 

■ 利用児童が第 3子以降の場合 

次の【条件】を満たす世帯 → 無料 

【条件】保育料が D8～D9 階層の世帯であり、かつ、保護者と生計を一にする児童 
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■ 利用児童が第 2子の場合 
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■ 徳島市保育料徴収基準額表 

 

（単位：円）   

 保育認定  

階層区分 
３号 

０・１・２歳 

標準時間 短時間 

生活保護世帯 Ａ    0   0 

市民税非課税世帯 Ｂ   0   0 

市民税が均等割のみの世帯 

（所得割非課税） 
 

Ｃ   0   0 

市民税所得割課税額 

48,599 円以下の世帯 
 

Ｄ１   0   0 

市民税所得割課税額 

48,600 円以上 57,699 円以下の世帯 
 

Ｄ２   0   0 

市民税所得割課税額 

57,700 円以上 72,999 円以下の世帯 
 

Ｄ３   0   0 

市民税所得割課税額 

73,000 円以上 77,100 円以下の世帯 
 

Ｄ４   0   0 

市民税所得割課税額 

77,101 円以上 96,999 円以下の世帯 
 

Ｄ５   0   0 

市民税所得割課税額 

97,000 円以上 132,999 円以下の世帯 
 

Ｄ６   0   0 

市民税所得割課税額 

133,000 円以上 168,999 円以下の世帯 
 

Ｄ７   0   0 

市民税所得割課税額 

169,000 円以上 300,999 円以下の世帯 
 

Ｄ８ 
56,000 

（28,000） 
55,000 

（27,500） 

市民税所得割課税額 

301,000 円以上の世帯 
 

Ｄ９ 
59,000 

（29,500） 
57,900 

（28,950） 

（ ）内は半額の保育料   

 

 

○ 保育料以外の負担 

保育料以外に、延長保育料やその他の実費徴収などの負担が必要となる場合があります。 

詳しい内容については、各施設へお問い合わせください。 
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○ 副食費の算定基準（3～5 歳児・2号認定子ども） 

3～5 歳児（4 月 1 日現在の年齢）は、保育料については無料ですが、給食の材料にかかる費用

（副食費）については保護者の負担となります。 

なお、副食費の算定方法については、保育料の算定基準と同様です。 

 

■ 副食費の負担軽減 

◆ 次の【条件⑴～⑶】のいずれかを満たす世帯 → 全額免除 

【条件⑴】A～D2 階層に該当する世帯 

【条件⑵】D3、D4 階層で、かつ、次のいずれかの要件を満たす世帯 

・ ひとり親世帯（別居または離婚調停中の場合は含まない。） 

・ 在宅障害児・者（※）のいる世帯（※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉 

手帳の交付者がいる世帯、または、特別児童扶養手当の支給対象児童や国民年金の障害基礎年金等

の受給者がいる世帯） 

・ 生活保護法に定める要保護者等、特に困窮していると市長が認めた世帯 

【条件⑶】次の要件を満たす世帯 

・ 保育料が D3～D9 階層の世帯であり、かつ、第 1 子・第 2 子が小学校就学前児童

で認可保育施設・幼稚園等（※）を利用している場合の第 3 子以降の児童 

（※徳島市立以外の幼稚園、企業主導型保育施設、特別支援学校幼稚部、児童心理治療施設通所部

に入所、または、児童発達支援及び医療型児童発達支援を利用している場合は、在園証明書等の 

提出が必要。） 

 

◆ 次の【条件⑴・⑵】のいずれかを満たす世帯 → 一部免除（※免除額は 4,500 円。

副食費が 4,500 円を上回る場合は、

その差額は保護者負担。） 

【条件⑴】保護者と生計を一にする満 18 歳未満の兄姉が 2 人以上いる世帯 

【条件⑵】保護者と生計を一にする満 18 歳未満の兄姉が 1 人いる D3～D7 階層の世帯 

 

○ 保育料の支払方法 

保育料の支払方法は、原則として口座振替でお願いします。 

利用施設が決定した後、施設から交付される「口座振替依頼書」と、ご自身の「預貯金通帳と

その届出印鑑」を準備し、次の金融機関で口座振替の手続きをお願いします。 
 

＜口座振替が可能な金融機関＞ 

阿波銀行、四国銀行、徳島大正銀行、徳島信用金庫、伊予銀行、三菱ＵＦＪ銀行、みずほ銀行、

百十四銀行、高知銀行、愛媛銀行、香川銀行、四国労働金庫、徳島市農協、徳島県信用農業協同

組合連合会、ゆうちょ銀行・郵便局の各店舗 
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■ 口座振替に手数料はかかりません。 

■ 毎月末日が振替日となり、金融機関が休日の場合は、翌営業日になります。 

■ 保育料がかからない場合は、口座振替の手続きは不要です。 

■ 私立認定こども園・地域型保育施設を利用する方の保育料は、各施設への支払いとなります。 

（詳しい支払方法は、各施設へ直接お問い合わせください。） 

■ 延長保育料やその他実費徴収は、各施設により支払方法が異なりますので、詳しくは各施設へ

お問い合わせください。 

○ 副食費の支払方法 

 市立保育所・市立認定こども園の副食費は、保育料と同様に、原則として口座振替でお願い 

しており、振替日は保育料と同日となります。 

その他施設の副食費の支払方法については、各施設へ直接お問い合わせください。 

 

19 施設等利用給付認定（無償化）について 

申込をした保育所等が入所保留（待機）となった場合、次の表に該当する方には、結果通知と

合わせて、「施設等利用給付認定を行った旨の通知書」を送付します。 

この通知により、認可外保育施設等を利用した場合に、無償化の対象として一定額まで給付が

受けられるようになります。 

 

申請児童の年齢 無償化認定となる世帯 対象施設 

 

令和 9年 4月 1 日時点で 

3～5 歳 

すべての世帯 

私立認定こども園 

幼稚園 

認可外保育施設 

一時預かり、病児保育事業、 

ファミリーサポート・センター等 

令和 9年 4月 1 日時点で 

0～2 歳 

市区町村民税 非課税世帯 

私立認定こども園 

認可外保育施設 

一時預かり、病児保育事業、 

ファミリーサポート・センター等 

市区町村民税が均等割額のみの世帯 

～ 

市区町村民税が 168,999 円以下の世帯 

認可外保育施設 

企業主導型保育施設 

 

■ 認可保育施設（0～5 歳）・企業主導型保育施設（3 歳以上）を利用している場合は、無償化の 

対象となりません。 

■ 4 月入所の申込をした方は、2 次申込の結果の際に通知します。 

■ 施設等利用給付の詳細は、徳島市ホームページでご確認いただくか、認定については子ども 

保育課（TEL：088-621-5193）、償還払いの手続きについては子ども政策課（TEL：088-621-5240）

までお問い合わせください。 
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）

分

分

分

分

分

上記保育の継続
について

続柄

②②　　申申請請児児童童以以外外のの就就学学前前のの兄兄弟弟姉姉妹妹　　※就学前の兄弟姉妹がいない場合は記入不要

　年　　　月　　　日　　～　　　年　　　月　　　日

施設名

現
在
の
保
育
状
況

上記の保育を今後も継続することが困難
な事情等がある場合は記入してください

 　□□　なし　　　□□　あり

認可保育所等のうち、事業所内保育を利用の場合

　□□　一時預かり 利用状況 週　　　 回

保育状況

　□□　父　　□□　母 育休の取得

保育状況

年　 　月　 　日 ～施設名 利用期間

（続柄 ： 

　□□　徳島市外の施設

利用期間

児児　　　　童童　　　　状状　　　　況況　　　　届届
（必要事項を記入・該当箇所にチェックをしてください）

利用を希望する
児童氏名

［令和　　　　年　　　　月　　　　日　生　 ］

①①　　児児童童のの保保育育状状況況

保護者等が
保育している

保育施設等を
利用している

　□□　職場で保育中 　□□　職場内託児施設　　　□□　職場へ同行して就労しながら保育

　□□　その他

　□□　自宅で保育中

　□□　認可保育所等 施設名

　□□　その他

年　 　月　 　日 ～

保 育 者
氏名 ： 

 療育施設等の
利用の有無

　□□　なし　　　　□□　あり　（ありの場合は、次を記入してください）

　　□□　地域枠で利用中　　　□□　従業員枠で利用中

　□□　認可外 ・ 職場内託児施設

　□□　幼稚園

　□□　その他　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　）

 過去（上記以外）の
集団保育経験の有無

　□□　なし　　　　□□　あり　（ありの場合は、次を記入してください）

施設名

　□□　同じ施設への入所が無無理理なな場場合合はは、、別別のの施施設設ででもも構構わわなないい

全員が
同同じじ月月ででのの入入所所

を希望

　□□　全全員員がが同同じじ月月での入所を希望 【注意】

利用期間

利用期間 　年　　　月　　　日　　～　　　年　　　月　　　日

別別のの月月ででのの入入所所
でも構わない

（１人でも先に）
　□□　同じ月での入所が無理な場合は、１１人人だだけけででもも先先にに入所を希望（※別の施設も含む）

兄弟姉妹の
申請をしていない理由

　□□　保育所等を利用中　　　　 □□　親族が保育中　　　　 □□　職場内託児施設を利用中

　□□　職場へ同行して就労しながら保育　 　□□　その他 ［具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

③③  今今後後のの出出産産予予定定

兄弟姉妹で
同同時時にに申申請請ししてていいるる

場合の希望

「全員が同じ月での入所を希望」の場合、入入所所
ででききなないい兄兄弟弟姉姉妹妹がが11人人ででももいいるるとと、、そそのの月月はは
他他のの兄兄弟弟姉姉妹妹もも全全員員待待機機になります

施設の
調整方法

　□□　必必ずず同同じじ施施設設への入所を希望

今後の出産予定 　□□　 なし　　　　□□ 　あり　　［出産予定日 ： 令和　　　年　　　月　　　日 、　　 □□　多胎児妊娠に該当　］

④④  別別居居のの祖祖父父母母のの状状況況　　  ※同一敷地内に住む祖父母は、申請書の「①世帯の状況」に必ず記入

申請児童宅までの
交通手段・時間

勤務先・就労時間
氏　　名

健康状態

(市外在住の場合は記入不要)

住　　所年齢

父
方

祖父 歳
交通手段

祖母 歳

勤務先 　□□ 普通　 □□ 病弱
　□□ その他（　　　）所要時間 就労時間 時間／月

交通手段 勤務先 　□□ 普通　 □□ 病弱
　□□ その他（　　　）所要時間 就労時間 時間／月

母
方

祖父 歳
交通手段

祖母 歳

　□□ 普通　 □□ 病弱
　□□ その他（　　　）所要時間 就労時間 時間／月

就労時間 時間／月

勤務先

送迎手段 □□  車　　□□  自転車　　□□  徒歩　　□□  公共交通機関 送迎時間

交通手段 勤務先 　□□ 普通　 □□ 病弱
　□□ その他（　　　）所要時間

迎え 送迎する上の制約等 （あれば記入） （例：車を所有していない 等）

⑤⑤  保保育育所所等等利利用用にに関関すするるそそのの他他のの状状況況

児童の送迎方法
主な

送迎者

送り

待機となった場合の
代替手段

　□□　育休延長が可能　［令和　　年　　月　　日まで］　　□□　職場内託児施設を利用　　□□　認可外等を利用

　□□　祖父母が保育する　　　□□　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他、留意事項等

※※　　裏裏　　面面　　もも　　必必　　ずず　　記記　　入入　　しし　　てて　　くく　　だだ　　ささ　　いい



［ ］

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

週

ｶ月

⑥⑥　　児児童童のの健健康康状状況況ななどど

児
　
童
　
の
　
健
　
康
　
状
　
況
　
等

出産時～現在の体重 出生体重 ｇ 妊娠期間

ｶ月

現在の体重 ｇ ・ kg 

発 育 状 況

首すわり ｶ月  お 座 り

歩き始め ｶ月 歩きの現況 　□□ ずりばい　 □□ はいはい　 □□ つかまり立ち　□□ つたい歩き

はいはい ｶ月 歯の生え始め

家族といっしょにいるとき、話しかけるような声を出しますか？ 　□□　はい　　 □□　いいえ

発語（意味のあることば） ｶ月 ことばの現況 　□□　単語　　 □□　二語文　 □□　会話ができる

１歳６カ月健診は受けていますか？　(※１歳６カ月以上のみ回答) 　□□　はい　　 □□　いいえ

「はい」と
回答した場合

健診時に医師・保健師からの指導・指摘があった場合は、その内容を記入してください。

「いいえ」と
回答した場合

なぜ受診していないのか理由を記入してください。

３歳児健診は受けていますか？　(※３歳以上のみ回答) 　□□　はい　　 □□　いいえ

「はい」と
回答した場合

健診時に医師・保健師からの指導・指摘があった場合は、その内容を記入してください。

「いいえ」と
回答した場合

なぜ受診していないのか理由を記入してください。

視
力

視力に ついて、
気になることはあ
りますか？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次のうち該当するものにチェックしてください］

　 　　　　□□　物を見るときに目を細めたり、極端に目を近づけて見ようとする

　 　　　　□□　横目で見たり、上目遣いで見ようとする。

　 　　　　□□　眼鏡が必要　（　  □□　遠視　　 □□　弱視　　 □□　その他　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　］　）

回

　 　　　　□□　その他　 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　］

耳
の
聞
こ
え

耳の聞こえが悪
いのではないか
と気になったこと
はありますか？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次のうち該当するものにチェックしてください］

　 　　　　□□　後ろから呼んでも振り向かない

　 　　　　□□　言葉の遅れを感じる

　 　　　　□□　言葉や理解で気になる点がある

一番最近の発生年月 年　　　月 けいれん時の体温 ℃

け
い
れ
ん

けいれんをおこし
たことはあります
か？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

回　　数

けいれん時の状態

ア
レ
ル
ギ
ー

原因となる食物
は？
薬の服用はあり
ますか？

申申請請書書にに「「アアレレルル
ギギーー有有」」とと記記入入ししたた
場場合合はは、、必必ずず右右のの
項項目目をを記記入入してくだ
さい

アレルギーの原因となる食物

アナフィラキシーをおこしたことはありますか？ 　 □□　なし　　　　 □□　あり

薬の服用の有無

通
院
・
入
院
歴

通院・入院歴は
ありますか？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

いつ頃 歳　　　　ｶ月

手術名

　 □□　なし　　□□　あり
薬の服用

ありの場合
　エピペン　・　内服薬
　薬の種類　［　　　　　　　　］

　 □□　なし　　　　 □□　あり
薬の服用

ありの場合
薬の種類

病　名

病院名

現　 況
　□□　経過観察中　  　□□　通院中　（ 週 ・月に ［　　　］ 日程度、病院名 ［　　　　　　　］ ）
　□□　完治している

手術歴 歳　　　　ｶ月

面
接
日

令和　　　年

児童の発育状況・健康
状態に関して、集団保
育の際に気を付けるこ
とや、その他保育所等
に伝えたいことはあり
ますか？

現
在
治
療
中
の

病
気

治療中の病気は
ありますか？

病　　名

薬の服用

　 　　　　□□　その他　 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　］

　　月　　　日

以下は、徳島市記入欄のため、記入しないでください

　　記記　　録録　　内内　　容容
応
答
者

父　・　母　・　祖父　・　祖母

( 父方 ・ 母方 )

・　その他（　　　　　　　　　　）

面
接
員

［ ］

　 　　　　□□　その他　 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　］

　　月　　　日

以下は、徳島市記入欄のため、記入しないでください

　　記記　　録録　　内内　　容容
応
答
者

父　・　母　・　祖父　・　祖母

( 父方 ・ 母方 )

・　その他（　　　　　　　　　　）

面
接
員

児童の発育状況・健康
状態に関して、集団保
育の際に気を付けるこ
とや、その他保育所等
に伝えたいことはあり
ますか？

現
在
治
療
中
の

病
気

治療中の病気は
ありますか？

病　　名

薬の服用

病院名

現　 況
　□□　経過観察中　  　□□　通院中　（ 週 ・月に ［　　　］ 日程度、病院名 ［　　　　　　　］ ）
　□□　完治している

手術歴 歳　　　　ｶ月

面
接
日

令和　　　年

　 □□　なし　　□□　あり
薬の服用

ありの場合
　エピペン　・　内服薬
　薬の種類　［　　　　　　　　］

　 □□　なし　　　　 □□　あり
薬の服用

ありの場合
薬の種類

病　名通
院
・
入
院
歴

通院・入院歴は
ありますか？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

いつ頃 歳　　　　ｶ月

手術名

けいれん時の状態

ア
レ
ル
ギ
ー

原因となる食物
は？
薬の服用はあり
ますか？

申申請請書書にに「「アアレレルル
ギギーー有有」」とと記記入入ししたた
場場合合はは、、必必ずず右右のの
項項目目をを記記入入してくだ
さい

アレルギーの原因となる食物

アナフィラキシーをおこしたことはありますか？ 　 □□　なし　　　　 □□　あり

薬の服用の有無

一番最近の発生年月 年　　　月 けいれん時の体温 ℃

け
い
れ
ん

けいれんをおこし
たことはあります
か？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

回　　数 回

　 　　　　□□　その他　 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　］

耳
の
聞
こ
え

耳の聞こえが悪
いのではないか
と気になったこと
はありますか？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次のうち該当するものにチェックしてください］

　 　　　　□□　後ろから呼んでも振り向かない

　 　　　　□□　言葉の遅れを感じる

　 　　　　□□　言葉や理解で気になる点がある

視
力

視力に ついて、
気になることは
ありますか？

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次のうち該当するものにチェックしてください］

　 　　　　□□　物を見るときに目を細めたり、極端に目を近づけて見ようとする

　 　　　　□□　横目で見たり、上目遣いで見ようとする。

　 　　　　□□　眼鏡が必要　（　  □□　遠視　　 □□　弱視　　 □□　その他　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　］　）

３歳児健診は受けていますか？　(※３歳以上のみ回答) 　□□　はい　　 □□　いいえ

「はい」と
回答した場合

健診時に医師・保健師からの指導・指摘があった場合は、その内容を記入してください。

「いいえ」と
回答した場合

なぜ受診していないのか理由を記入してください。

１歳６カ月健診は受けていますか？　(※１歳６カ月以上のみ回答) 　□□　はい　　 □□　いいえ

「はい」と
回答した場合

健診時に医師・保健師からの指導・指摘があった場合は、その内容を記入してください。

「いいえ」と
回答した場合

なぜ受診していないのか理由を記入してください。

家族といっしょにいるとき、話しかけるような声を出しますか？ 　□□　はい　　 □□　いいえ

発語（意味のあることば） ｶ月 ことばの現況 　□□　単語　　 □□　二語文　 □□　会話ができる

歩き始め ｶ月 歩きの現況 　□□ ずりばい　 □□ はいはい　 □□ つかまり立ち　□□ つたい歩き

はいはい ｶ月 歯の生え始め ｶ月

現在の体重 ｇ ・ kg 

発 育 状 況

首すわり ｶ月  お 座 り ｶ月

⑥⑥　　児児童童のの健健康康状状況況ななどど

児
　
童
　
の
　
健
　
康
　
状
　
況
　
等

出産時～現在の体重 出生体重 ｇ 妊娠期間 週

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］

　 □□　なし　　　　  □□　あり 　　［※　ありの場合は、次を記入してください］



宛

証明日 年 月 日

― ―

― ―

下下記記のの内内容容ににつついいてて、、事事実実ででああるるここととをを証証明明いいたたししまますす。。

※※本本証証明明書書のの内内容容ににつついいてて、、就就労労先先事事業業者者等等にに無無断断でで作作成成しし又又はは改改変変をを行行っったたととききににはは、、刑刑法法上上のの罪罪にに問問わわれれるる場場合合ががあありりまますす。。

No.

□ 農業・林業 □ 漁業 □ 鉱業・採石業・砂利採取業 □ 建設業 □ 製造業 □ 電気・ガス・熱供給・水道業

□ 情報通信業 □ 運輸業・郵便業 □ 卸売業・小売業 □ 金融業・保険業 □ 不動産業・物品賃貸業

□ 学術研究・専門・技術サービス □ 宿泊業・飲食サービス業 □ 生活関連サービス業・娯楽業 □ 医療・福祉

☑ 教育・学習支援業 □ 複合サービス事業 □ 公務 □ その他（ ）

年 月 日

3 □ 無期 ☑ 有期 年 4 月 1 日 ～ 年 3 月 31 日

□ 正社員 □ パート・アルバイト □ 派遣社員 □ 契約社員 □ 会計年度任用職員 ☑ 非常勤・臨時職員 □ 役員

□ 自営業主 □ 自営業専従者 □ 家族従業者 □ 内職 □ 業務委託 □ その他( )

月 火 水 木 金 土 日

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □

日 日

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

□ 月間 □ 週間 分 （うち休憩時間 分）

□ 月間 □ 週間

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

年 月 年 月 年 月

□ 取得予定 □ 取得中

年 月 日 年 月 日

□ 取得予定 ☑ 取得中 □ 取得済み

年 9 月 27 日 ～ 年 7 月 31 日

□ 取得予定 □ 取得中 □ 取得済み □ 介護休業 □ 病休 □ その他（ ）

年 月 日 ～ 年 月 日

11 ☑ 復職予定 □ 復職済み 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 年 月 日 ～ 年 月 日

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

13 □ 有 □ 有（予定） □ 無

14 ☑ 有 □ 有（予定） □ 無 □ 未定

15 ☑ 可 □ 可（予定） □ 否

16 ☑ 可 □ 可（予定） □ 否

17 年 月 日 年 月 日

18

年 1 月 日

年 8 月 日

年 月 日

就就労労証証明明書書
徳島市長

西暦 2026 10 1

事業所名 ●●●●株式会社

電話番号 088 111 2222

担当者名 総務課　　●●

代表者名 代表取締役　　●●　●●

所在地 徳島市徳島町●丁目●番地

111 2221

項目 記載欄

1 業種

記載者連絡先 088

雇用(予定)期間等 期間
 （無期の場合は雇用開始日のみ）

2027 2028

4 本人就労先事業所
名称 ●●●●株式会社　徳島南支店

住所

2
フリガナ モウシコミジドウノ　ホゴシャシメイ

本人氏名 申込児童の　保護者氏名  生年月日

八万町●●△△番地

5 雇用の形態

6

就労時間
(固定就労の場合)

祝日 合計
時間

月間
□

一月当たりの就労日数 月間 一週当たりの就労日数 週間

時間 分 （うち休憩時間 分）

土曜

平日 9 0 18 0 60

時間／月時間／月 日／月

就労時間
(変則就労の場合)

合計時間 時間

就労日数 日

主な就労時間帯
・シフト時間帯

日祝

年月

日／月
7

就労実績
※日数に有給休暇を含み、

時間数に休憩・残業時間を含む

年月 年月

日／月 時間／月

10
産休・育休以外の休業の

取得

理由

期間

9 育児休業の取得
※取得予定を含む 期間 2026 2027

8 産前･産後休業の取得
※取得予定を含む 期間 ～

復職（予定）年月日 2027 8 1

12
育児のための短時間
勤務制度利用有無

※取得予定を含む

期間

保育士等としての勤務実態
の有無

（雇用契約の）満了後の
更新の有無

入所内定時育休短縮可否

育休延長可否

単身赴任期間（予定含む）

主な就労時間帯
・シフト時間帯

☑ 申込中（第一希望）
申込児童① 2025 1 ●●認定こども園

備考欄

保護者記載欄

児童名 生年月日 施設名
□ 利用中

～

□ 申込中（第一希望）

申込中（第一希望）
申込児童② 2026 1 ●●認定こども園

児童名 生年月日 施設名
□ 利用中

児童名 生年月日 施設名
□ 利用中 ☑19

【 記 入 例 】

雇用開始日 が 証明日 以降の場合

（就労内定として利用調整）

就労時間：休憩時間を含めた時間就労する曜日にチェック

シフト制の場合：シフト表があ

れば添付（なければ添付不要）

復職日が「土・日・祝日など勤務しない日の場合」で

あっても、必ず「育休等終了日の翌日」を記入

保育士等として勤務している場合 または 勤務予定

の場合 → 「有」または「有（予定）」にチェック

入所希望月の翌月14日より育休期間が長い場合

→ 入所決定すれば育休短縮（＝入所月の翌月14日

までの期間に短縮）可能な場合は必ずチェック

（チェックがない場合は利用調整（入所選考）でき

ません）

有期雇用の場合

→ 必ずどれかにチェック

保護者記入欄

→ 保護者が記入

【 注 意 事 項 】

就労証明書は、保育給付認定や保育所等の利用調整（入所選考）の資料とな

るため、勤務先の担当者が事実のとおり記入してください。

・就労内定の場合 ：就労を開始した後に、「証明日が雇用開始日以降の日付

の就労証明書」を必ず提出してください。

・育休短縮の場合 ：育休期間を変更した後に、「変更後の育休期間を記載し

た就労証明書」を必ず提出してください。

・派遣出向の場合 ：派遣出向元が作成してください。

・記入誤りの場合 ：二重線で訂正（修正ペン・修正テープは不可）

・消えるボールペン：使用不可（※修正ペン・修正テープ・消えるボールペン

を使用している場合は、再提出していただきます）





宛

証明日 年 月 日

― ―

― ―

下下記記のの内内容容ににつついいてて、、事事実実ででああるるここととをを証証明明いいたたししまますす。。

※※本本証証明明書書のの内内容容ににつついいてて、、就就労労先先事事業業者者等等にに無無断断でで作作成成しし又又はは改改変変をを行行っったたととききににはは、、刑刑法法上上のの罪罪にに問問わわれれるる場場合合ががあありりまますす。。

No.

□ 農業・林業 □ 漁業 □ 鉱業・採石業・砂利採取業 □ 建設業 □ 製造業 □ 電気・ガス・熱供給・水道業

□ 情報通信業 □ 運輸業・郵便業 □ 卸売業・小売業 □ 金融業・保険業 □ 不動産業・物品賃貸業

□ 学術研究・専門・技術サービス □ 宿泊業・飲食サービス業 □ 生活関連サービス業・娯楽業 □ 医療・福祉

□ 教育・学習支援業 □ 複合サービス事業 □ 公務 □ その他（ ）

年 月 日

3 □ 無期 □ 有期 年 月 日 ～ 年 月 日

□ 正社員 □ パート・アルバイト □ 派遣社員 □ 契約社員 □ 会計年度任用職員 □ 非常勤・臨時職員 □ 役員

□ 自営業主 □ 自営業専従者 □ 家族従業者 □ 内職 □ 業務委託 □ その他( )

月 火 水 木 金 土 日

□ □ □ □ □ □ □

日 日

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

□ 月間 □ 週間 分 （うち休憩時間 分）

□ 月間 □ 週間

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

年 月 年 月 年 月

□ 取得予定 □ 取得中

年 月 日 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 □ 取得済み

年 月 日 ～ 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 □ 取得済み □ 介護休業 □ 病休 □ その他（ ）

年 月 日 ～ 年 月 日

11 □ 復職予定 □ 復職済み 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 年 月 日 ～ 年 月 日

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

13 □ 有 □ 有（予定） □ 無

14 □ 有 □ 有（予定） □ 無 □ 未定

15 □ 可 □ 可（予定） □ 否

16 □ 可 □ 可（予定） □ 否

17 年 月 日 年 月 日

18

年 月 日

年 月 日

年 月 日

就就労労証証明明書書
徳島市長

西暦

事業所名

電話番号

担当者名

代表者名

所在地

項目 記載欄

1 業種

記載者連絡先

雇用(予定)期間等 期間
 （無期の場合は雇用開始日のみ）

4 本人就労先事業所
名称

住所

2
フリガナ

本人氏名  生年月日

（うち休憩時間 分）

5 雇用の形態

6

就労時間
(固定就労の場合)

祝日 合計
時間

月間
□

一月当たりの就労日数 月間 一週当たりの就労日数 週間

時間 分

平日

就労時間
(変則就労の場合)

合計時間 時間

日祝

土曜

就労日数 日

主な就労時間帯
・シフト時間帯

年月

日／月 時間／月

年月 年月

時間／月日／月 時間／月 日／月
7

就労実績
※日数に有給休暇を含み、

時間数に休憩・残業時間を含む

10
産休・育休以外の休業の

取得

理由

期間

9 育児休業の取得
※取得予定を含む 期間

8 産前･産後休業の取得
※取得予定を含む 期間 ～

復職（予定）年月日

12
育児のための短時間
勤務制度利用有無

※取得予定を含む

期間

保育士等としての勤務実態
の有無

（雇用契約の）満了後の
更新の有無

主な就労時間帯
・シフト時間帯

入所内定時育休短縮可否

単身赴任期間（予定含む） ～

□

生年月日

生年月日

備考欄

児童名

育休延長可否

生年月日

児童名

児童名
利用中 □ 申込中（第一希望）

19 保護者記載欄

利用中□ □ 申込中（第一希望）

□ 利用中 □

施設名

施設名

施設名

申込中（第一希望）





宛

証明日 年 月 日

― ―

― ―

下下記記のの内内容容ににつついいてて、、事事実実ででああるるここととをを証証明明いいたたししまますす。。

※※本本証証明明書書のの内内容容ににつついいてて、、就就労労先先事事業業者者等等にに無無断断でで作作成成しし又又はは改改変変をを行行っったたととききににはは、、刑刑法法上上のの罪罪にに問問わわれれるる場場合合ががあありりまますす。。

No.

□ 農業・林業 □ 漁業 □ 鉱業・採石業・砂利採取業 □ 建設業 □ 製造業 □ 電気・ガス・熱供給・水道業

□ 情報通信業 □ 運輸業・郵便業 □ 卸売業・小売業 □ 金融業・保険業 □ 不動産業・物品賃貸業

□ 学術研究・専門・技術サービス □ 宿泊業・飲食サービス業 □ 生活関連サービス業・娯楽業 □ 医療・福祉

□ 教育・学習支援業 □ 複合サービス事業 □ 公務 □ その他（ ）

年 月 日

3 □ 無期 □ 有期 年 月 日 ～ 年 月 日

□ 正社員 □ パート・アルバイト □ 派遣社員 □ 契約社員 □ 会計年度任用職員 □ 非常勤・臨時職員 □ 役員

□ 自営業主 □ 自営業専従者 □ 家族従業者 □ 内職 □ 業務委託 □ その他( )

月 火 水 木 金 土 日

□ □ □ □ □ □ □

日 日

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

□ 月間 □ 週間 分 （うち休憩時間 分）

□ 月間 □ 週間

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

年 月 年 月 年 月

□ 取得予定 □ 取得中

年 月 日 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 □ 取得済み

年 月 日 ～ 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 □ 取得済み □ 介護休業 □ 病休 □ その他（ ）

年 月 日 ～ 年 月 日

11 □ 復職予定 □ 復職済み 年 月 日

□ 取得予定 □ 取得中 年 月 日 ～ 年 月 日

時 分 ～ 時 分 （うち休憩時間 分）

13 □ 有 □ 有（予定） □ 無

14 □ 有 □ 有（予定） □ 無 □ 未定

15 □ 可 □ 可（予定） □ 否

16 □ 可 □ 可（予定） □ 否

17 年 月 日 年 月 日

18

年 月 日

年 月 日

年 月 日

就就労労証証明明書書
徳島市長

西暦

事業所名

電話番号

担当者名

代表者名

所在地

項目 記載欄

1 業種

記載者連絡先

雇用(予定)期間等 期間
 （無期の場合は雇用開始日のみ）

4 本人就労先事業所
名称

住所

2
フリガナ

本人氏名  生年月日

（うち休憩時間 分）

5 雇用の形態

6

就労時間
(固定就労の場合)

祝日 合計
時間

月間
□

一月当たりの就労日数 月間 一週当たりの就労日数 週間

時間 分

平日

就労時間
(変則就労の場合)

合計時間 時間

日祝

土曜

就労日数 日

主な就労時間帯
・シフト時間帯

年月

日／月 時間／月

年月 年月

時間／月日／月 時間／月 日／月
7

就労実績
※日数に有給休暇を含み、

時間数に休憩・残業時間を含む

10
産休・育休以外の休業の

取得

理由

期間

9 育児休業の取得
※取得予定を含む 期間

8 産前･産後休業の取得
※取得予定を含む 期間 ～

復職（予定）年月日

12
育児のための短時間
勤務制度利用有無

※取得予定を含む

期間

保育士等としての勤務実態
の有無

（雇用契約の）満了後の
更新の有無

主な就労時間帯
・シフト時間帯

入所内定時育休短縮可否

単身赴任期間（予定含む） ～

□

生年月日

生年月日

備考欄

児童名

育休延長可否

生年月日

児童名

児童名
利用中 □ 申込中（第一希望）

19 保護者記載欄

利用中□ □ 申込中（第一希望）

□ 利用中 □

施設名

施設名

施設名

申込中（第一希望）





　 　 　

※　申請中の場合は、第1希望の施設名を記入してください。

※　申請児童が2人以上いる場合は、人数分を用意してください。（コピー可。）

上記のとおり相違ありません

　証明年月日

令和　　　　年　　　　月　　　　日

治療見込み期間 　　　　年　　　　月　　　　日　　から　　　　　　　　年　　　　月　　　　日　　まで

疾疾　　　　病病　　　　証証　　　　明明　　　　書書

氏　　　　　　名

病　　　　　　名

症　　　　　　状

 □□　上記以外 （要介護度要支援 等）

 □□　一般療養 （運動、外出等が制限されているが、身の回りのことは自分でできる）

　□□　入院　（ 期間など：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　）

　□□　通院　（ 月 ・ 週　　　　　　　日程度 ）　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

医 療 機 関 名

住 所

医 師 名

電 話 番 号

【注意事項】
　この書類は、保育の支給認定、利用調整及び施設等利用給付認定の際の資料となるため、事実のとおりに記入して
ください。（必要に応じ、徳島市から医療機関等に問い合わせることがあります。）
　なお、虚偽の記載があった場合は、認定及び認可保育施設の利用の取消の他、給付済の利用費や保育に要した費
用の返還を求めることがあります。

◆◆施施設設記記入入欄欄

◆◆以以下下、、医医療療機機関関等等記記入入欄欄

（施設名）

（上記の状況から、児童を家庭保育する上での困難度合い等に関して、ご意見があれば記入してください。）

受　診　状　況

 □□　常時伏臥・感染症に該当

疾　病

疾病者の児童との関係 父　・　母　・　祖父　・　祖母　・　その他（　　　　　）

 □□　上記以外で日常生活に著しい支障があり、他者の介助が必要

疾病・障害の状況

並びに

児童を家庭保育
する上での困難度合い

に関する意見

障　害

 □□　身体１～２級、精神１級、療育Ａ、要介護度３～５に該当

 □□　身体３級以下、精神２級以下、療育Ｂ、要介護度１～２に該当

継続　・　新規 番号

◆◆保保護護者者記記入入欄欄

児童氏名 （令和 　　年　　月　　日 ）





番号

（施設名）

※　申請中の場合は、第1希望の施設名を記入してください。
※　申請児童が2人以上いる場合は、人数分を用意してください。（コピー可。）

歳

年 月 日 から 年 月 日 まで

令和　　　　年　　　　月　　　　日

介介  護護  ・・  看看  護護  状状  況況  申申  告告  書書
◆◆介介護護・・看看護護者者記記入入欄欄  （※介護・看護を受けている人が医療機関等を利用している場合は、本書下部に医療機関等の証明が必要です。）

氏　　名
(介護・看護を行う人）

その他具体的な
介護・看護内容

氏　名 年　齢

介護・看護を
受ける人

病　　名

症 状 等
（介護・看護が

必要な理由も記入）

介護・看護状況

住　所

続　柄

10:00　～
11:00　～
12:00　～
13:00　～

～　8:00
 8:00　～
 9:00　～

14:00　～

朝食介助

随時、排泄介助

15:00　～

昼食介助

入浴介助

夕食介助

16:00　～
17:00　～

随時、排泄介助

氏　　名

18:00　～
19:00　～

随時、排泄介助

就　　寝

◆◆医医療療機機関関等等記記入入欄欄

【注意事項】
　この書類は、保育の支給認定、利用調整及び施設等利用給付認定の際の資料となるため、事実のとおりに記入してください。（必要
に応じ、徳島市から医療機関等に問い合わせることがあります。）
　なお、虚偽の記載があった場合は、認定及び認可保育施設の利用の取消の他、給付済の利用費や保育に要した費用の返還を求
めることがあります。

受診状況

病　　名

症　　状

治療見込み期間

　　通　院　（　月　・　週　　　　　　　　　　　　　日程度）　・　その他（　　　　　　　　　 　　　　　　　）

　　入　院　（　期間など：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

医 療 機 関 名

住 所

医 師 名

起　　床

　　【【11週週間間のの介介護護・・看看護護のの状状況況】】

火曜 水曜時間帯／曜日

児童の　父 ・ 母 ・ 祖父 （父方 ・ 母方） ・ 祖母 （父方 ・ 母方） ・ その他（  　　　）

身体障害手帳　　　 級　　、　精神障害者保健福祉手帳　　　 級　　、　療育手帳 　A ・ B１ ・ B２

要介護認定の有無　：　要介護　（　　　） ・　要支援　、　介護サービス利用の有無　：　無　・　有

介護・看護に
要する時間

　（介護・看護が必要な理由）

家事援助・食事補助・着脱衣補助・入浴補助・排泄補助・通院（通所）同行・その他 （　　　　　　）

1週間あたり　：　　　　　　時間　　　　　　分　、　　1箇月あたり　：　　　　　　時間　　　　　　分

月曜 木曜 金曜 土曜 【【記記入入例例】】

◆◆施施設設記記入入欄欄

◆◆保保護護者者記記入入欄欄

（令和　　　　年　　　月　　　日 ）児童氏名

継続   ・  新規

住　　所

申請者の児童との関係 父　・　母　・　祖父　・　祖母　・　その他　（　　　　　）





◆◆施施設設記記入入欄欄

（施設名）

※　申請中の場合は、第1希望の施設名を記入してください。
※　申請児童が2人以上いる場合は、人数分を用意してください。（コピー可。）
※　母子手帳の写し等、出産（予定）日の分かる書類を添付してください。

□　育休取得　　　□　就労　　　□　就学　　　□　求職活動　　　□　その他（　　　　　　）

□　保育所等を申込　　　□　祖父母が保育　　　□　就労しながら保育

□　職場内託児施設を利用　　　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 

出出産産（（産産前前・・産産後後））のの認認定定ににかかかかるる申申立立書書

申立者の児童との関係 父　・　母　・　祖父　・　祖母　・　その他（　　　　　）

令和　　　年　　　月　　　日

氏　名

継続　・　新規 番号

◆◆以以下下、、保保護護者者記記入入欄欄

児童氏名  （令和　　　　年　　　月　　　日 ）

  □□　　認認定定期期間間のの終終了了後後、、保保育育所所等等のの継継続続利利用用をを希希望望ししなないい予予定定でですす

【【  妊妊娠娠・・出出産産のの認認定定にに関関すするる注注意意事事項項  】】

・ 「利用希望日が属する月が、出産月またはその前後2カ月の間に該当する場合」は、産前休暇
の開始日に関係なく、妊娠・出産の要件での認定となります。

※ ただし、就就労労等等のの「「妊妊娠娠・・出出産産要要件件をを上上回回るる指指数数のの認認定定要要件件ががああるる方方」」は、その要件を証明する書類を提
出していただくことで、利用調整（入所選考）の際の基準事項の指数を変更できます。

・ 令和5年度以前は、妊妊娠娠・・出出産産のの要要件件でで利利用用開開始始ししたた場場合合ににはは、、認認定定期期間間のの終終了了でで利利用用施施設設
はは退退所所（（ままたたはは再再度度のの申申請請にによよるる利利用用調調整整））ととししてていいままししたたがが、、令令和和66年年44月月以以降降、、ここのの取取扱扱いいをを廃廃
止止し、継続利用を希望する場合は、再度の申請・利用調整を要さず継続利用できることとしました。

※ ただし、妊娠・出産の認定期間の終了後に育休取得する場合は、取取得得すするる育育休休期期間間がが「「生生ままれれたた子子のの11歳歳
のの誕誕生生日日のの前前日日ままでで」」ででああるる場場合合にに限限りり、、継継続続利利用用ででききまますす。。（（ここれれをを超超ええてて育育休休取取得得ししたた場場合合はは、、妊妊娠娠・・出出産産のの
認認定定期期間間のの終終了了後後にに退退所所ととななりりまますすののでで、、ごご注注意意くくだだささいい。。））

【【  認認定定期期間間のの終終了了後後のの予予定定ににつついいてて（（確確認認事事項項））  】】

　※　認定期間の終了後、保育所等の継続利用をする場合は、「申込事項変更届」の提出が必要で
すので、認定終了月の15日までに利用中の施設で手続きしてください。

住　所

　・　次のうちから、出産する子の保育予定を選択してください。

　・　次のうちから、継続利用を希望する理由を選択してください。

　令和　　年　　月　　日に出産（予定）のため、保育を必要とする事由を妊娠・出産として申請します。
　この申請にあたり、認認定定期期間間がが出出産産（（予予定定））日日のの22カカ月月後後のの月月末末ままででとなることについて、異議はあり
ません。なお、出産での認定期間終了後の予定としては、次のとおりです。

　・　利用終了月の15日までに、保育所等へ退所届を提出してください。

  □□　　認認定定期期間間のの終終了了後後、、保保育育所所等等のの継継続続利利用用をを希希望望すするる予予定定でですす





◆◆施施設設記記入入欄欄

（施設名）

※　申請中の場合は、第1希望の施設名を記入してください。

※　申請児童が2人以上いる場合は、人数分を用意してください。（コピー可。）

　私の求職活動の状況について、次のとおり申告します。

　支給認定又は施設等利用給付認定を受けましたら、認定期間内（認定開始月の翌々月末
まで）に就職し、就労（内定）証明書または自営申告書を提出します。

　　上上記記のの認認定定後後、、認認定定終終了了月月のの1155日日ままででにに上上記記のの書書類類をを提提出出ででききなないい場場合合はは、、認認定定がが終終了了
すするるここととににつついいてて異異議議ははあありりまませせんん。。

◆◆保保護護者者記記入入欄欄（（求求職職活活動動のの内内容容・・状状況況等等））

・　希　望　職　種　：（ ）

・　希望就労時間　：１日あたり（　　　　　）時間　　、　　希望就労日数：１週間あたり（　　　　　）日

　　※　保育を必要とする事由として認められる就労時間は、月64時間以上です。

次のうち該当する項目をチェックしてください。（複数該当する場合は、複数チェックしてください。）

□□ 　　採採用用面面接接をを受受けけたた

　※　面接を受けたことがわかる書類を添付してください。

□□ 　　ハハロローーワワーーククにに通通っってていいるる

　※　雇用保険受給資格者証（写）、ハローワークカード（写）、紹介状等を添付してください。

□□ 　　自自宅宅でで仕仕事事をを探探ししてていいるる 　[　□　新聞等の求人情報・広告　　　□　 情報誌　　　□ 　インターネット　]

　※　照会をした（または照会予定）の会社等が掲載されている紙面等のコピーを添付してください。

□□ 　　起起業業準準備備ををししてていいるる

　※　起業準備をしていることが分かる資料を添付してください。

□□ 　　そそのの他他 （ ）

　※　求職活動を行っていることが分かる資料を添付してください。

氏　名

継続　・　新規 番号

◆◆保保護護者者記記入入欄欄

児童氏名 （令和　　　　年　　　月　　　日 ）

求求　　職職　　活活　　動動　　状状　　況況　　申申　　告告　　書書

令和　　　年　　　月　　　日

住　所

申告者の児童との関係 父　・　母　・　祖父　・　祖母　・　その他（　　　　　）

  １１　　希希望望ししてていいるる就就労労内内容容

  ２２　　求求職職活活動動のの状状況況

  ３３　　求求職職活活動動のの内内容容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月　　日

【記入例】
9月15日

面接等の結果・状況

雑誌の求人情報を見て電話をしたが、子どもの保育所がまだ決
まっていないことを伝えると断られた。

照会または面接を受けた
会社等の名称・電話番号

○○株式会社

088-△△△-××××





◆◆施施設設記記入入欄欄

番号

◆◆以以下下、、保保護護者者記記入入欄欄

（施設名）

※　申請中の場合は、第1希望の施設名を記入してください。
※　申請児童が2人以上いる場合は、人数分を用意してください。（コピー可。）

次のとおり、　　□□　　就就学学　　・　　□□　　就就学学予予定定　　であることを申告します。

※　在学を証明する書類として、学生証の写し・在学証明書等を必ず添付してください。

氏　名

就就　　学学　　状状　　況況　　申申　　告告　　書書

令和　　　年　　　月　　　日

住　所

継続   ・  新規

児童氏名 （令和　　　　年　　　月　　　日 ）

申告者の児童との関係 父　・　母　・　祖父　・　祖母　・　その他（　　　　　）

学校等の種別

就学（予定）期間

就学日数 通常の就学日 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・ 土 ・ 日 ・ 不定

　　大学　・　専門学校　・　職業訓練　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

就学時間

就学内容
(学習内容・

専攻等を記入)

　　【【11週週間間のの就就学学のの状状況況】】

火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 【【記記入入例例】】時間帯／曜日

　　1週間あたり　：　　　　　　時間　　　　　　分　、　　1箇月あたり　：　　　　　　時間　　　　　　分

月曜

登　校

～　8:00

 8:00　～

授　業

授　業

 9:00　～

10:00　～

授　業

休　憩

11:00　～

12:00　～

授　業

空き時間

13:00　～

14:00　～

授　業

授　業

15:00　～

16:00　～

【注意事項】
　この書類は、保育の支給認定、利用調整及び施設等利用給付認定の際の資料となるため、事実のとおりに記入してください。（必要
に応じ、徳島市から就学内容について学校等に問い合わせることがあります。）
　また、虚偽の記載があった場合は、認定及び認可保育施設の利用の取消の他、給付済の利用費や保育に要した費用の返還を求
めることがあります。

下　校17:00　～

18:00　～

19:00　～





市市記記入入欄欄

申請保護者

上記以外の保護者

　私は、教育・保育給付認定及び保育所等の利用申込み並びに施設等利用給付認定に係る手続きにあた
り、世帯状況や課税状況等を調査するうえで必要な場合はマイナンバー制度による情報連携により徳島市
が他の自治体等が保有する情報を照会することについて同意し、個人番号を提供します。
　私以外の世帯員については、個人番号の利用目的等を十分に説明し、個人番号関係事務実施者として本
人確認を行ったうえで、個人番号を提供します。

　※　申請手続きにお越しになる方の氏名をご記入ください。

区　　分 氏　　名 個人番号（マイナンバー）

 □□  その他証明書等

　（　　　　　　　　　　　）

重重要要書書類類ののたためめ
取取扱扱注注意意

（※保育施設への提出不可）

提出者氏名（※）

 □□  個人番号通知カード

 □□  個人番号記載の住民票
　　の写し

　　□□  個人番号カード（マイナンバーカード）

※※　　本本書書をを徳徳島島市市でで受受付付すするる際際ににはは、、「「提提出出者者のの本本人人確確認認（（番番号号確確認認・・身身元元確確認認））」」をを行行いいまますすののでで、、
必必ずず下下記記のの確確認認書書類類ををごご用用意意くくだだささいい。。

申請児童

　　年　　月　　日生

　　年　　月　　日生

　　年　　月　　日生

 ※　マイナンバーカードをお持ちの場合は、マイナンバーカードのみで番号確認・身元確認ができます。
 ※　マイナンバーカードをお持ちでない場合は、次の書類で番号確認・身元確認を行います。
　　・　番号確認：個人番号通知カード、または、個人番号記載の住民票の写し
　　・　身元確認：１種類で確認可能な書類　：顔写真付きの身分証明書（運転免許証 等）
　　　　　　　　　２種類の確認が必要な書類：顔写真のない身分証明書（健康保険証 等）

番番号号確確認認書書類類　　兼兼　　身身元元確確認認書書類類

個個　　人人　　番番　　号号　　提提　　供供　　書書

　（　　　　　　　　　　　）

　（　　　　　　　　　　　）

１１種種類類  必必要要ななもものの

 □□  運転免許証

 □□  パスポート

 □□  身体障害者手帳

 □□  精神障害者保健福祉手帳

 □□  療育手帳

 □□  その他写真付き証明書等

　（　　　　　　　　　　　）

 □□  在留カード又は特別永住者証明書

２２種種類類  必必要要ななもものの

 □□  健康保険被保険者証

 □□  介護保険被保険者証

 □□  年金手帳

 □□  児童扶養手当証書

身身元元確確認認書書類類
番番号号確確認認書書類類

その他の世帯員
（申請児童の兄弟姉
妹、祖父母 等）

R

R

R





徳島市長　宛
　次のとおり、支給認定の変更(届出事項の変更）を申請します。

① - -
② - -
③ - -

◆◆住住所所・・保保護護者者・・児児童童・・世世帯帯員員にに関関すするる変変更更

◆◆認認定定事事由由にに関関すするる変変更更

◆◆そそのの他他変変更更・・支支給給認認定定証証のの再再交交付付

◇◇市市記記入入欄欄

　　　年　 　月　 　日付で
  □ 就職(既に就職済)    □ 就職(内定)    □ 転職
  □ 復職 　□ 内定→在職 　 □ その他（　　　　　）

申請
状況 ＜注意＞

 □　左記施設
　　を利用中 ⇒

 □　左記施設を利用していない　（入所を申請中）

氏名

変
更
前

 □　標準時間
 
 □　短時間

変
更
後

 □　標準時間
 
 □　短時間

変 更 月
(変更前後が異なる場合)

↓

申申　　込込　　事事　　項項　　変変　　更更　　届届
（（兼兼  支支給給認認定定変変更更申申請請書書・・支支給給認認定定証証再再交交付付申申請請書書））

申請日 　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

申
請
者

保護者
フリガナ

連絡先
父 ・ 母 ・ その他（ 　　　　）

氏　　名
父 ・ 母 ・ その他（ 　　　　）
父 ・ 母 ・ その他（ 　　　　）

児　童
フリガナ

生年月日
　　平　 ・　 令

年齢
（提出年度の4/1現在の年齢）

氏　　名
 　　 　年　 　月　　 日 歳児

利用（申請）
中の施設名

施 設 の
利用状況

認定
区分

 □ ２・３号
 □ １号  （1→２号の申請　□あり　□なし）

 他施設への転所申請　　□あり　 □なし

転所申請している場合は↑「あり」に必ずチェック
（未チェックの場合、本書の変更内容が選考に反映できません）

保育所(園)・認定こども園・幼稚園

注意事項
  ・・　　変変更更届届はは、、申申請請児児童童11人人ににつつきき11部部必必要要でですす。。　　申申請請者者にに該該当当すするる「「太太枠枠内内のの部部分分」」をを記記入入ししててくくだだささいい。。
  ・・　　変変更更届届のの提提出出にに伴伴いい、、入入所所中中のの施施設設をを利利用用ででききるる期期間間やや保保育育料料がが変変更更ととななるる場場合合ががあありりまますす。。
  ・・　　変変更更届届のの提提出出にに伴伴いい、、支支給給認認定定証証のの内内容容がが変変更更ととななるる場場合合ににはは、、新新たたなな支支給給認認定定証証をを発発行行ししまますす。。

変更項目 変　更　内　容

 □　住所の
　　　変更

旧　住　所
⇒

新　住　所

 □　保護者、
　　　児童 、
　　　世帯員
　　　の変更

変更理由   □ 婚姻　　□ 離婚　　□ 転入　　□ 転出　　□ 出生　　□ 死亡　　□ その他（　　　　　　　　）

 □　児童
　　　氏名

旧　氏　名

⇒

新　氏　名
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

 □　保護者
　　　氏名

旧　氏　名 新　氏　名
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名 氏名

注意事項
  ・・　　保保護護者者変変更更のの場場合合  ：：  個個人人番番号号提提供供書書のの提提出出がが必必要要でですす。。  （新保護者の個人番号を記入してください。）

  ・・　　婚婚姻姻、、離離婚婚のの場場合合    ：：  戸戸籍籍全全部部事事項項証証明明書書（（戸戸籍籍謄謄本本））のの提提出出がが必必要要でですす。。(婚姻・離婚日の分かるもの、コピー可)

 □　世帯員
　　　の増減

□　追加
□　削除

ﾌﾘｶﾞﾅ 生年月日 続柄

□　追加
□　削除

ﾌﾘｶﾞﾅ 生年月日

異動年月日

氏名 年 　月　 日
父・母・その他

（　　　　）
年 　月　 日

続柄 異動年月日

氏名 年 　月　 日
父・母・その他

（　　　　）
年 　月　 日

変更項目 認定事由 該当者 変　更　内　容
保育必要量

の変更

 □　認定事由
　　　の変更

 □　就労

 □　父

 □　母

 □　他
　（　　　）

 □　妊娠 ・
　　　出産

出生予定日 　年 　　　　月　　　　日

＜注　意＞ 認 定 期 間 　「出生予定日の翌々月の月末まで」 となります。

 □　疾病 ・
　　　障害

療養期間
（見込）

年 　 月 　 日　～ 　　　年  　月　  日

 □　介護 ・
　　　看護

介護・看護期間
（見込）

年 　 月　  日　～ 　　　年  　月 　 日

 □　求職中
離　職　日 　年 　　　　月　　　　日

（就労からの変更の場合に記入）

＜注　意＞
認 定 期 間 　「離職日の翌月から３ヶ月間」 となります。
保育必要量 　「変更月から短時間」 に変更となります。

 □　就学中
入　学　日 　年 　　　　月　　　　日

卒業（修了）予定日 　年 　　　　月　　　　日

 □　育休中
　　　の継続
　　　利用

育休の取得期間 年 　 月　  日　～ 　　　年  　月 　 日

＜注　意＞
取得できる期間

　「育休終了日の月の月末まで」 となります。
保育必要量 　「変更月から短時間」 に変更となります。

注意事項
  ・・　　認認定定事事由由のの変変更更ががああるる場場合合、、保保育育必必要要量量のの変変更更有有無無にに関関わわららずず、、保保育育必必要要量量のの変変更更欄欄をを必必ずず記記入入ししててくくだだささいい。。
  ・・　　変変更更届届のの提提出出のの際際はは、、上上記記のの変変更更内内容容をを証証明明すするる書書類類（（就就労労証証明明書書、、疾疾病病証証明明書書  等等））をを添添付付ししててくくだだささいい。。

　「生まれた子の１歳の誕生日の前日まで」 です。
認 定 期 間

月から変更

 □　その他の
　　　変更

 □　生活保護の適用
変　更　日

内
 

容

　□　保護開始　　　□　保護廃止

　　年　　月　　日
 □　手帳の交付等

　□　身体障害者手帳　　□　療育手帳　　□　精神障害者保健福祉手帳
　□　特別児童扶養手当の受給　　　　　 　□　障害基礎年金等の受給

 □　支給認定証の再交付を希望 再交付申請の理由 　□ 紛失　　□ 破損　　□ その他　（　　　　　　　　　　　）

備 考 欄

処　理　日 　　 年　 　月　 　日 変更入力 認定証発行 施設 受付 市 受付

変更前事由 備　考
　　年　　月　　日 　　年　　月　　日







